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時
の
隠
遁
の
う
ち
に
自
由
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
清
文
人
の

間
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
影
響
で
、
江
戸
文
人
は
明
清
の
文
人
趣
味
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
ま
す
ま
す
硬
直
化
し
て
き
て
い
た
茶
道
を
「
俗

芸
」
と
し
て
避
け
、
明
清
文
人
の
喫
茶
を
「
雅
賞
」
と
捉
え
て
憧
れ
を
も

っ
て
い
た
。
宝
暦
以
降
、
売
茶
翁
の
活
躍
と
蒸
し
製
煎
茶
の
発
明
と
と
も

に
、
明
清
の
喫
茶
趣
味
を
紹
介
す
る
書
物
が
一
気
に
増
え
た
。
大
枝
流
芳

著
『
清
湾
茶
話
』（
一
七
五
六
）、
大
典
顕
常
著
『
茶
経
詳
説
』（
一
七
七

四
）、
上
田
秋
成
著
『
清
風
瑣
言
』（
一
七
九
四
）
な
ど
煎
茶
書
が
出
現
し

た
。『
煎
茶
訣
』
も
こ
の
時
期
に
現
れ
た
茶
書
で
あ
る
。

『
煎
茶
訣
』
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
近
年
南
京
農
業
大
学
教

【
解
題
】

　

室
町
時
代
と
安
土
桃
山
時
代
を
経
て
茶
道
は
日
本
の
伝
統
的
芸
道
と
し

て
大
成
し
た
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
三
千
家
を
は
じ
め
各
流
派
が
続
々

と
現
れ
た
。
ま
た
、
茶
道
の
繁
栄
は
茶
道
人
口
の
迅
速
な
拡
大
を
も
た
ら

し
た
。
し
か
し
、
家
元
制
度
の
確
立
に
よ
っ
て
、
喫
茶
の
技
法
が
格
式
化

さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
顕
在
化
し
た
。

　

一
方
、
一
部
の
漢
学
の
教
養
を
持
つ
江
戸
文
人
は
中
国
か
ら
「
市
隠
」

の
影
響
を
受
け
、
俗
世
を
隔
て
る
風
雅
の
日
常
生
活
を
試
み
始
め
た
。

「
市
隠
」
と
は
、
官
職
に
就
か
ず
、
市
井
に
隠
れ
住
み
、
文
房
生
活
に
一

資
料江

戸
時
代
の
煎
茶
書
研
究

葉
雋
の
『
煎
茶
訣
』

梁
旭
璋
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経
路
は
不
明
で
あ
る
。
大
典
顕
常
は
近
江
の
相
国
寺
の
住
持
で
、
一
方
の

木
村
蒹
葭
堂
は
浪
花
の
商
人
で
あ
り
、
二
人
と
も
清
国
人
と
積
極
的
に
交

わ
っ
て
い
た
の
で
、『
煎
茶
訣
』
は
清
国
商
人
が
も
た
ら
し
た
漢
籍
の
可

能
性
が
あ
り
、
浙
江
出
身
の
葉
雋
は
渡
日
文
人
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

現
存
の
『
煎
茶
訣
』
の
版
本
は
二
本
あ
る
。
残
念
な
の
は
い
ず
れ
も
添

削
さ
れ
た
も
の
で
、
葉
雋
の
原
作
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

一
つ
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
葉
雋
著
・
蕉
中
老
衲
（
大
典
顕
常
）

補
本
で
あ
る
。

○
底
本　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
本　

一
冊
。

○
請
求
番
号　

65-228

。

○
寸
法　

二
〇
・
五
×
一
五
・
五
㎝
。

○
題
簽　

表
紙
左
肩
「
煎
茶
訣
」。

○
丁
数　

白
紙
半
丁
、
序
一
丁
、
本
文
五
丁
、
跋
一
丁
、
白
紙
半
丁
、
以

上
八
丁
。

○
刊
記　

浪
華
蒹
葭
堂
蔵
版
。

○
備
考　

大
典
の
加
筆
が
混
ざ
り
込
ん
で
い
る
た
め
、
ど
の
部
分
が
原
作

で
、
ど
の
部
分
が
補
説
か
区
別
し
に
く
い
。

　

も
う
一
つ
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
葉
雋
著
・
小
田
誠
一
郎
訓
点

本
で
あ
る
。

授
朱
自
振
氏
は
日
本
で
『
煎
茶
訣
』
を
発
見
し
た
こ
と
を
発
表
し
た

（『
農
業
考
古
』、
三
九
頁
、
二
〇
〇
六
年
〇
一
期
）。
こ
れ
に
よ
り
こ
の
茶

書
が
初
め
て
中
国
の
研
究
者
に
知
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
南
京
茶
葉
科
学
研

究
所
の
劉
卿
秋
氏
等
が
『
煎
茶
訣
』
の
作
者
の
身
分
、
完
成
時
間
、
現
存

版
本
に
対
し
て
研
究
を
行
っ
た
（「
茶
書
『
煎
茶
訣
』
の
考
訂
」、『
茶
葉

科
学
』、
二
八
、
七
二
〜
七
六
頁
、
二
〇
〇
八
年
）。
そ
の
成
果
と
し
て
、

『
煎
茶
訣
』
は
初
め
て
清
代
の
茶
書
と
し
て
『
中
国
歴
代
茶
書
匯
編
』（
鄭

培
凱
／
朱
自
振
主
編
、
八
五
一
〜
八
五
六
頁
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇

年
）
に
翻
刻
の
形
で
収
録
さ
れ
た
が
、
翻
字
や
句
読
の
誤
り
が
少
な
く
な

い
。
中
国
で
近
年
以
上
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
始
め
て
い
る
一
方
、
日

本
で
は
、
こ
の
書
は
い
ま
だ
研
究
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

「
茶
書
『
煎
茶
訣
』
の
考
訂
」
に
よ
る
と
、『
煎
茶
訣
』
は
清
人
葉
雋
の

作
品
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
歴
代
の
茶
書
目
録
に
は
載
っ
て
い
な
い

し
、
作
者
の
記
録
も
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
朱
自
振
氏
の
発
表
以
前
に

は
中
国
で
は
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
茶
書
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
煎
茶

訣
』
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
蕉
中
老
衲
の
序
文
に
「
葉
氏
之
訣
…
…

予
乘
閑
補
苴
、
別
為
一
本
、
以
遺
蒹
葭
氏
。」
と
あ
り
、
ま
た
木
村
蒹
葭

堂
の
跋
文
に
「
時
寶
曆
甲
申
二
月
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
七
六

四
年
以
前
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

『
煎
茶
訣
』
に
つ
い
て
は
ま
だ
多
く
の
不
明
な
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
大
典
は
葉
雋
の
原
作
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
入
手
の
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を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
本
文
に
つ
い
て
〕

　

関
西
大
学
図
書
館
蔵
『
煎
茶
訣
』（
資
料
一
・
関
西
大
本
）
は
現
存
最

古
の
版
本
で
あ
り
、
ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
蔵
『
煎
茶
訣
』

（
資
料
二
・
国
会
本
）
に
較
べ
て
、
原
文
の
削
除
さ
れ
た
部
分
が
少
な
い

た
め
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
り
適
切
だ
と
考
え
る
。
従
っ
て
前
者
を
底
本

と
し
て
翻
字
を
行
っ
た
。

　

本
文
の
翻
字
は
底
本
の
通
り
に
旧
漢
字
を
用
い
た
。
文
意
に
基
づ
き
、

適
宜
句
読
点
を
施
し
た
。
訓
読
と
現
代
語
訳
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に

改
め
た
。

〔
校
異
に
つ
い
て
〕

　

関
西
大
本
を
底
本
と
し
て
、
国
会
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
校
異
を
施
し

た
。
異
同
の
あ
る
場
合
は
す
べ
て
取
り
上
げ
、
添
削
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
論
じ
た
。
資
料
二
は
、
国
会
本
の
異
文
の
み
に
適
宜
注
釈
と
現
代
語
訳

を
施
し
た
。
国
会
本
の
み
に
あ
る
『
考
槃
餘
事
』
の
「
補
」
に
つ
い
て
、

校
異
用
の
テ
キ
ス
ト
は
一
橋
大
学
図
書
館
蔵
『
考
槃
餘
事
』（
屠
隆
撰
／

日
本
源
謙
校
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
））
と
、
中
国
哲
学
書
電
子
化
計

画
の
哈
佛
燕
京
図
書
館
蔵
『
考
槃
餘
事
』（
山
陰
宋
氏
蔵
、
光
緖
十
三
年

（
一
八
八
七
））
を
用
い
た
。

〔
語
釈
に
つ
い
て
〕

　

必
要
な
語
句
の
意
味
を
中
心
に
注
釈
を
施
し
た
。
出
典
と
用
例
は
適
宜

○
底
本　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
蔵
本　

一
冊

○
請
求
番
号　

L23C6838

。

○
寸
法　

一
四
・
九
×
九
・
九
㎝
。

○
題
簽　

表
紙
左
肩
「
煎
茶
訣
」。

○
丁
数　

内
題
半
丁
、
白
紙
一
丁
、
詩
一
丁
、
序
三
丁
、
本
文
六
丁
、
補

八
丁
、
跋
二
丁
、
版
元
半
丁
、
以
上
二
二
丁
。

○
刊
記　

鹿
鳴
舍
蔵
版
。

○
備
考　

大
典
の
加
筆
部
分
を
削
除
し
、
他
の
作
者
に
よ
る
補
説
と
し
て
、

『
考
槃
餘
事
』
か
ら
一
部
を
引
用
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
煎
茶
訣
』
を
研
究
す
る
た
め
に
は
、
先
ず
そ
の
内
容
を
正
確
に
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
今
回
、
明
清
茶
文
化
の
特
徴
に
即
し
て
『
煎
茶

訣
』
の
校
異
と
訳
注
を
試
み
、
か
つ
、
ま
と
め
と
し
て
筆
者
の
考
え
を
付

し
た
。

『
煎
茶
訣
』
訳
注

凡
例

〔
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
〕

『
煎
茶
訣
』
の
序
文
、
本
文
と
跋
文
に
つ
い
て
訳
注
を
作
成
し
た
。
内
容

は
そ
れ
ぞ
れ
に
【
本
文
】、【
校
異
】、【
訓
読
】、【
語
釈
】、【
現
代
語
訳
】
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点
茶
の
法
は
、
世
に
其
の
式
有
り
。
煎
茶
に
至
り
て
は
、
香
味
の
間
、
精

細
用
心
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
復
た
点
茶
の
比
に
非
ず
、
而
る
に
世
は
率
ね

然
ら
ず
。
葉
氏
の
訣
は
、
実
に
其
の
要
を
得
る
も
、
猶
ほ
遺
漏
有
り
。
さ

き
ご
ろ
予
は
閑
に
乗
じ
て
補
苴
し
、
別
に
一
本
と
為
し
、
以
て
蒹
葭
氏
に

遺
る
。
如
し
或
は
災
木
し
て
、
好
事
者
と
こ
れ
を
共
に
す
れ
ば
、
亦
た
辞

せ
ざ
る
所
な
り
。

【
語
釈
】

●

卅
…
…
「
世
」
と
同
じ
。
●

蒹
葭
氏
…
…
木
村
孔
恭
（
一
七
三
六
〜
一

八
〇
二
）、
字
は
世
粛
、
号
は
蒹
葭
堂
、
浪
花
の
商
人
、
文
人
。
●

災
木

…
…
「
災
梨
」
と
同
じ
。
無
用
の
書
を
刻
印
す
る
。
謙
遜
語
。
●

好
事
者

…
…
好
事
家
。
風
流
を
好
む
人
。
●

丙
辰
…
…
大
典
は
元
文
元
年
（
一
七

三
六
）
と
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
二
つ
の
丙
辰
年
を
歴
し
た
。
彼
の

序
に
は
「
老
衲
」
と
自
称
し
た
た
め
、
後
者
で
あ
ろ
う
。
●

蕉
中
老
衲

…
…
大
典
顕
常
（
一
七
一
九
〜
一
八
〇
一
）。
近
江
の
禅
僧
、
漢
詩
人
。

『
茶
経
詳
説
』
を
著
し
た
。
●

森
世
黃
…
…
森
川
世
黄
（
一
七
六
三
〜
一

八
三
〇
）。
字
は
離
吉
、
号
は
竹
窓
。
大
和
の
書
家
、
画
家
。

【
現
代
語
訳
】

　

点
茶
の
方
法
に
つ
い
て
、
世
間
に
は
法
式
が
あ
る
。
煎
茶
の
場
合
は
、

香
と
味
に
対
し
て
、
精
細
な
心
を
用
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
は
ま

提
示
し
た
。

資
料
一
　
関
西
大
本
『
煎
茶
訣
』

【
本
文
】
1

煎
茶
訣

點
茶
之
法
、
世
有
其
式
。
至
於
煎
茶
、
香
味
之
閒
、
不
可
不
精
細
用
心
、

非
復
點
茶
比
、
而
卅
率
不
然
。
葉
氏
之
訣
、
實
得
其
要
、
猶
有
遺
漏
、
頃

予
乘
閑
補
苴
、
別
爲
一
本
、
以
遺
蒹
葭
氏
。
如
或
災
木
、
與
好
事
者
共
之
、

亦
所
不
辭
。

 

丙
辰
孟
冬　

蕉
中
老
衲
識　

森
世
黃
書

【
校
異
】

　

関
西
大
本
に
は
大
典
顕
常
の
序
文
が
あ
る
。「
葉
氏
之
訣
、
實
得
其
要
、

猶
有
遺
漏
、
頃
予
乘
閑
補
」
と
あ
る
よ
う
に
、
葉
雋
の
『
煎
茶
訣
』
に
補

苴
を
加
え
て
遺
漏
を
補
っ
た
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、
完
成
作
を
木
村
蒹
葭

堂
に
贈
り
、
茶
の
好
事
者
た
ち
と
共
に
楽
し
も
う
と
す
る
出
版
意
図
が
窺

え
る
。
大
典
の
序
は
国
会
本
で
は
削
除
さ
れ
た
。
代
わ
り
に
王
治
本
の
序

を
入
れ
替
え
た
。

【
訓
読
】
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【
本
文
】
3

製
茶

西
夏
製
茶
之
法
、
世
變
者
凡
四
。
古
者
蒸
茶
、
出
而
擣
爛
之
、（
自
注

：

或
曰
擣
而
蒸
之
。）
爲
團
乾
置
、
投
湯
煮
之
、
如
茶
經
所
載
是
也
。（
余
茶

經
詳
說
備
悉
之
。）
其
後
磨
茶
爲
末
、
匙
而
實
碗
沃
湯
、
召
攪
匀
之
以
供
。

其
後
蒸
茶
而
布
散
乾
之
焙
之
、
是
所
謂
煎
茶
也
。
後
又
不
用
蒸
、
直
薪
之

數
過
、
撚
之
使
縮
。
及
用
、
實
甁
如
碗
、
湯
沃
之
、
謂
之
泡
茶
沖
茶
。
文

公
家
禮
注
不
諳
召
製
。
五
雜
俎
曰
、
今
之
茶
惟
用
沸
湯
投
之
、
稍
箸
火
卽

色
黃
而
味
澀
、
不
中
飮
矣
。
可
知
展
轉
而
不
復
古
也
。
吾
日
本
抹
茶
、
煎

茶
倶
存
而
用
之
。
抹
茶
獨
出
自
宇
治
。
蓋
不
舍
其
葉
、
故
極
其
精
細
。
製

造
之
法
、
宜
抹
而
不
宜
煎
。
煎
茶
之
製
、
所
在
有
之
。
然
江
州
所
產
、
爲

最
近
好
事
者
家
製
之
。
率
皆
用
薪
法
、
重
芳
烈
故
也
。
蓋
能
其
精
良
、
不

必
所
產
、
然
非
地
近
山
者
不
爲
宜
。
若
其
製
法
、
一
一
茲
不
詳
說
。
獨
五

雜
俎
載
松
蘿
僧
說
曰
、
茶
之
香　

原
不
甚
相
遠
、
惟
焙
者
火
候
極
難
調
耳
。

茶
葉
尖
者
太
嫩
、
而
蒂
多
老
、
火
候
匀
時
尖
者
已
焦
、
而
蒂
尙
未
熟
。
二

者
雜
之
、
茶
安
得
佳
。
松
蘿
茶
製
者
、
每
葉
皆
剪
去
尖
蒂
、
但
留
中
段
、

故
茶
皆
一
色
、
而
功
力
煩
矣
、
宜
其
價
之
高
也
。
余
以
爲
此
說
、
眞
製
茶

之
要
也
。
若
或
撿
取
其
尖
而
焙
製
之
、
恐
最
上
之
品
也
。

【
校
異
】

た
点
茶
が
比
べ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
世
間
は
大
体
そ
れ
に
従

わ
な
い
。
葉
氏
の
『
煎
茶
訣
』
は
、
確
実
に
そ
の
要
点
を
つ
か
ん
で
い
る

が
、
ま
だ
遺
漏
が
あ
る
。
こ
の
前
、
私
は
閑
暇
を
利
用
し
て
『
煎
茶
訣
』

を
補
輯
し
、
別
の
一
冊
と
し
て
新
し
く
作
成
し
、
木
村
蒹
葭
堂
氏
に
送
っ

た
。
も
し
誰
か
が
こ
の
本
を
出
版
し
、
茶
事
を
好
む
人
と
共
に
楽
し
む
こ

と
を
望
む
の
な
ら
ば
、
ど
う
ぞ
遠
慮
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
本
文
】
2

煎
茶
訣

 
越
溪　

葉
雋
永
之
撰

 

蕉
中
老
衲
補

【
校
異
】

　

関
西
大
本
の
「
蕉
中
老
衲
補
」、
国
会
本
に
は
無
い
。
国
会
本
の
編
集

者
は
大
典
の
補
説
を
削
除
し
、
葉
雋
作
の
『
煎
茶
訣
』
の
原
貌
を
復
元
す

る
意
図
が
窺
え
る
。

【
語
釈
】

●

越
溪
…
…
中
国
浙
江
省
寧
海
県
越
渓
。
●

葉
雋
…
…
清
国
人
、
字
は
永

之
。
生
没
年
、
経
歴
不
詳
。
葉
雋
の
名
前
も
『
煎
茶
訣
』
も
、
中
国
国
内

の
文
献
資
料
に
記
録
が
無
い
。
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の
葉
を
棄
て
ず
、
故
に
其
の
精
細
を
極
む
。
製
造
の
法
、
抹
に
宜
し
く
し

て
煎
に
宜
し
か
ら
ず
。
煎
茶
の
製
は
、
在
る
所
に
こ
れ
有
り
。
然
れ
ど
も

江
州
に
産
す
る
所
は
、
最
近
の
好
事
者
家
に
こ
れ
を
製
す
る
な
り
。
率
ね

用
い
る
は
皆
薪
法
、
芳
烈
を
重
ん
ず
る
が
故
な
り
。
蓋
し
其
の
精
良
を
能

く
す
。
産
す
る
所
を
必
せ
ず
。
然
し
て
地
の
山
に
近
き
者
に
非
ざ
れ
ば
宜

し
き
と
な
さ
ず
。
其
の
製
法
の
若
き
は
一
一
茲
に
詳
説
せ
ず
。
独
り
『
五

雑
俎
』
に
松
蘿
の
僧
説
を
載
せ
て
曰
く
「
茶
の
香
は
、
原
と
甚
だ
相
ひ
遠

か
ら
ず
。
惟
だ
焙
す
る
も
の
火
候
は
極
め
て
調
し
難
き
の
み
。
茶
葉
の
尖

な
る
者
は
太
だ
嫩
に
し
て
蔕
は
老
な
る
こ
と
多
し
。
火
候
匀
な
る
時
、
尖

な
る
者
は
已
に
焦
て
蔕
は
尚
ほ
未
だ
熟
な
ら
ず
。
二
者
こ
れ
を
雑
せ
ば
、

茶
は
安
く
ん
ぞ
佳
な
る
こ
と
を
得
ん
や
。
松
蘿
茶
の
製
す
る
者
は
毎
葉
皆

尖
と
蒂
を
剪
り
去
り
、
但
だ
中
段
を
留
む
。
故
に
茶
は
皆
一
色
な
り
、
而

し
て
功
力
煩
し
。
宜む
べ

な
り
其
の
価
の
高
き
こ
と
」
と
。
余
以
為
く
「
此
の

説
は
真
に
製
茶
の
要
な
り
」
と
。
若
し
或
は
其
の
尖
を
択
取
し
て
こ
れ
を

焙
製
せ
ば
、
恐
ら
く
は
最
上
の
品
な
ら
ん
。

【
語
釈
】

●

西
夏
…
…
中
国
を
指
す
。
西
は
西
方
、
夏
は
華
夏
で
あ
ろ
う
。
●

茶
經

詳
説
…
…
日
本
最
初
の
『
茶
経
』
注
釈
書
。
作
者
は
大
典
顕
常
。
安
永
三

年
（
一
七
七
四
）
に
出
版
。
●

薪
…
…
「
炒
」
と
同
じ
。
●

文
公
家
禮

…
…
『
朱
子
家
礼
』。
文
公
、
朱
子
の
謚
号
。
●

五
雜
俎
曰
…
…
『
五
雜

「
製
茶
」
一
節
、
国
会
本
に
は
無
い
。
四
つ
の
製
茶
法
の
論
説
に
つ
い
て
、

大
典
の
『
茶
経
詳
説
』
の
附
言
に
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
吾
日
本
抹

茶
、
煎
茶
倶
存
而
用
之
」
の
文
句
か
ら
、
こ
の
節
は
大
典
の
補
説
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。

【
訓
読
】

茶
を
製
す

西
夏
に
茶
を
製
す
る
の
法
、
世
に
変
は
る
者
凡
て
四
あ
り
。
古
者
は
茶
を

蒸
し
、
出
で
て
こ
れ
を
擣
き
爛く
ず

し
（
或
は
擣
き
て
こ
れ
を
蒸
す
と
曰
ふ
）、

団
と
為
し
て
乾
置
し
、
湯
に
投
じ
て
こ
れ
を
煮
る
。『
茶
経
』
に
載
す
る

所
の
如
き
は
是
れ
な
り
。（
余
が
『
茶
経
詳
説
』
に
こ
れ
を
備
へ
悉
す
）。

其
の
後
茶
を
磨
き
て
末
と
為
す
。
匙す
く

ひ
て
碗
に
実
れ
て
湯
を
沃
ぎ
、
召
に

し
て
こ
れ
を
攪
匀
し
て
以
て
供
す
。
其
の
後
は
、
茶
を
蒸
し
て
布
散
し
、

こ
れ
を
乾
し
て
こ
れ
を
焙
る
。
是
れ
所
謂
煎
茶
な
り
。
後
に
は
又
た
蒸
す

を
用
い
ず
。
直
ち
に
こ
れ
を
薪
め
る
数
過
、
こ
れ
を
撚よ

り
て
縮
ま
ら
し
め
、

用
に
及
ぶ
と
き
は
瓶
も
し
く
は
碗
が
如
き
に
実
れ
、
湯
を
も
つ
て
こ
れ
に

沃
ぐ
。
こ
れ
を
泡
茶
、
沖
茶
と
謂
ふ
。『
文
公
家
礼
』
の
注
は
召
製
を
諳

せ
ず
。『
五
雑
俎
』
に
曰
く
「
今
の
茶
は
惟
だ
沸
湯
を
用
い
て
こ
れ
に
投

じ
、
稍
や
火
に
著
け
ば
即
ち
色
黃
ば
み
て
味
渋
し
。
飲
む
に
中
は
ず
。
展

轉
し
て
古
に
復
せ
ざ
る
を
知
る
べ
き
な
り
」
と
。
吾
が
日
本
に
抹
茶
、
煎

茶
は
倶
に
存
し
て
こ
れ
を
用
ゆ
。
抹
茶
は
独
り
宇
治
よ
り
出
で
、
蓋
し
其
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火
を
つ
け
る
と
、
茶
の
色
は
黄
色
く
な
っ
て
味
は
渋
く
な
り
、
飲
め
な
く

な
る
。
ゆ
え
に
、
茶
の
製
法
は
輾
転
し
て
古
法
で
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
」
と
あ
る
。
私
た
ち
日
本
に
は
抹
茶
と
煎
茶
が
共
に
存
在
し
、
両
方

と
も
使
っ
て
い
る
。
抹
茶
は
宇
治
の
み
で
産
出
す
る
。
そ
の
茶
葉
を
捨
て

な
い
の
で
、
そ
の
精
細
さ
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
製
造
の
方
法
は
、

抹
茶
に
ふ
さ
わ
し
く
、
煎
茶
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
煎
茶
の
製
造
は
、

あ
ち
こ
ち
で
見
え
る
。
だ
が
、
近
江
産
の
煎
茶
は
近
頃
の
好
事
者
に
よ
っ

て
家
で
作
ら
れ
て
い
る
。
大
体
皆
は
炒
茶
の
製
法
を
使
用
す
る
。
芳
烈
の

香
気
を
重
視
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
製
茶
の
精
妙
な
方
法
を
う
ま
く
把

握
で
き
れ
ば
、
必
ず
い
い
お
茶
の
産
地
で
な
く
て
も
構
わ
な
い
。
し
か
し

産
地
は
山
に
近
い
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
そ
の
製
法
に

つ
い
て
、
こ
こ
で
は
い
ち
い
ち
詳
し
く
説
明
し
な
い
。
た
だ
、『
五
雑
俎
』

に
は
松
蘿
山
の
僧
の
説
を
載
せ
て
、「
茶
に
あ
る
香
気
は
、
も
と
も
と
互

い
に
大
き
な
差
が
な
い
。
た
だ
茶
葉
を
焙
る
際
に
、
火
加
減
の
調
節
が
極

め
て
難
し
い
だ
け
で
あ
る
。
茶
葉
の
尖
端
は
非
常
に
柔
ら
か
く
て
、
蔕
は

老
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
均
等
に
火
を
通
す
時
に
、
尖
端
は
す
で
に
焦
げ

て
い
て
も
、
蔕
は
ま
だ
十
分
に
熟
れ
て
い
な
い
。
尖
端
と
蔕
二
者
を
混
ぜ

込
め
ば
、
ど
う
し
て
よ
い
茶
を
作
り
出
せ
る
か
。
松
蘿
茶
の
作
り
方
は
茶

葉
の
尖
と
蒂
を
全
部
切
り
捨
て
、
た
だ
真
ん
中
の
部
分
だ
け
を
留
め
る
。

だ
か
ら
茶
は
す
べ
て
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
だ
が
煩
雑
で
手
間
が
か
か
る
。

そ
れ
で
価
格
が
高
く
な
る
。」
と
あ
る
。
私
は
「
こ
の
説
は
本
当
に
製
茶

俎
』、
明
人
謝
肇
丁
（
一
五
六
七
〜
一
六
四
二
）
の
筆
記
。
こ
の
引
用
は

『
五
雜
俎
』
巻
十
一
・
物
部
三
に
あ
る
。
●

展
轉
…
…
反
復
変
化
。
●

江

州
…
…
近
江
国
。
●

五
雜
俎
載
…
…
『
五
雜
俎
』
巻
十
一
・
物
部
三
に
あ

る
。
●

松
蘿
…
…
中
国
安
徽
省
歙
県
松
蘿
山
。

【
現
代
語
訳
】

　

西
夏
（
中
国
）
で
の
製
茶
の
方
法
に
つ
い
て
、
い
ま
ま
で
変
化
し
て
き

た
方
法
が
全
部
で
四
つ
あ
る
。
古
い
時
代
に
、
茶
葉
を
蒸
し
、
そ
れ
か
ら

出
し
て
こ
れ
を
搗
き
崩
し
（
ま
ず
茶
葉
を
搗
い
て
、
そ
れ
か
ら
蒸
す
と
い

う
説
も
あ
る
。）
固
形
茶
に
作
っ
て
乾
置
し
、
最
後
に
沸
湯
に
投
入
し
て

こ
れ
を
煮
る
。『
茶
経
』
に
記
載
し
た
方
法
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。（
私
の

『
茶
経
詳
説
』
で
は
こ
れ
を
詳
細
に
説
明
し
た
。）
そ
の
後
の
時
代
に
、
茶

葉
を
磨
い
て
粉
末
と
し
、
匙
を
使
っ
て
粉
末
を
掬
い
て
碗
に
入
れ
て
、
そ

し
て
湯
を
注
ぎ
込
む
。
茶
筅
を
使
っ
て
茶
粉
を
混
ぜ
て
飲
む
。
そ
の
後
の

時
代
に
入
っ
て
、
茶
葉
を
蒸
し
て
か
ら
散
ら
し
て
な
ら
べ
、
乾
か
し
て
か

ら
焙
る
。
こ
れ
は
「
煎
茶
」
と
言
わ
れ
る
。
さ
ら
に
後
の
時
代
に
入
っ
て
、

ま
た
蒸
す
方
法
は
使
わ
な
く
な
っ
た
。
直
接
茶
葉
を
炒
め
て
数
過
に
し
て
、

こ
れ
を
ね
じ
っ
て
縮
ま
せ
、
使
用
す
る
と
き
に
は
茶
瓶
も
し
く
は
茶
碗
の

よ
う
な
器
に
入
れ
、
沸
湯
を
中
に
注
ぎ
込
む
。
こ
れ
は
「
泡
茶
」、「
沖

茶
」
と
呼
ば
れ
る
。
文
公
の
『
家
礼
』
の
注
は
茶
筅
の
使
い
方
を
諳
識
し

な
い
。『
五
雑
俎
』
で
は
、「
今
の
茶
は
た
だ
沸
湯
の
中
に
投
入
し
、
少
し
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初
め
て
茶
を
得
る
に
、
極
め
て
乾
脆
な
る
を
要
す
。
若
し
乾
脆
な
ら
ざ
れ

ば
、
須
く
一
た
び
こ
れ
を
焙
し
、
然
る
後
に
壺
の
佳
な
る
者
を
用
い
て
こ

れ
を
貯
ふ
べ
し
、
小
し
も
疎
漏
有
れ
ば
、
気
味
を
損
す
る
を
致
す
。
当
に

慎
し
み
て
保
護
す
べ
し
。
其
の
焙
法
は
書
を
用
い
て
紙
を
張
り
て
茶
葉
を

散
布
し
、
遠
火
に
こ
れ
を
焙
し
、
熅
熅
た
ら
し
め
て
漸
く
乾
か
す
。
其
の

壺
如
し
嘗
て
冷
湿
の
侵
す
所
と
な
ら
ば
、
煎
茶
の
至
濃
な
る
者
を
用
い
て

こ
れ
を
洗
滌
し
、
日
に
曝
し
て
乾
く
を
待
ち
、
封
固
せ
ば
則
ち
用
ゆ
べ
し
。

【
語
釈
】

●

疎
漏
…
…
手
落
ち
が
あ
る
こ
と
。
●

書
…
…
木
製
容
器
。
杯
書
。
●

帋

…
…
「
紙
」
と
同
字
。
●

熅
熅
…
…
熱
気
を
帯
び
る
さ
ま
。
●

冷
濕
…
…

冷
た
い
水
気
を
帯
び
て
う
る
お
う
。
●

曝
日
…
…
日
光
に
さ
ら
す
。
●

封

固
…
…
封
、
と
じ
こ
め
る
。
固
、
か
た
く
す
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

初
め
て
茶
を
得
る
と
き
、
極
め
て
乾
燥
が
必
要
で
あ
る
。
も
し
乾
脆
で

な
け
れ
ば
、
必
ず
一
度
茶
を
焙
乾
し
、
そ
の
後
に
よ
い
壺
を
用
い
て
貯
え

る
べ
き
で
あ
る
。
少
し
で
も
疎
漏
が
あ
れ
ば
、
気
味
を
損
な
う
こ
と
に
な

る
。
ま
さ
に
慎
し
ん
で
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
焙
法
に
つ
い
て
、
書

杯
を
取
っ
て
そ
こ
に
紙
を
張
っ
て
、
茶
葉
を
上
に
散
ら
し
て
な
ら
べ
、
遠

く
か
ら
火
を
使
っ
て
茶
を
焙
る
。
茶
葉
が
暖
ま
っ
て
き
て
乾
い
て
く
る
。

の
要
訣
で
あ
る
」
と
考
え
る
。
も
し
誰
か
茶
葉
の
尖
端
を
択
び
取
っ
て
焙

製
す
れ
ば
、
恐
ら
く
は
最
上
級
の
茶
品
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
う
。

【
本
文
】
4

藏
茶

初
得
茶
、
要
極
乾
脆
。
若
不
乾
脆
、
須
一
焙
之
、
然
後
用
壺
佳
者
貯
之
。

小
有
疎
漏
、
致
損
氣
味
、
當
愼
保
護
。
其
焙
法
用
書
張
帋
散
布
茶
葉
、
遠

火
焙
之
、
令
熅
熅
漸
乾
。
其
壺
如
嘗
爲
冷
濕
所
侵
者
、
用
煎
茶
至
濃
者
洗

滌
之
、
曝
日
待
乾
、
封
固
則
可
用
也
。

【
校
異
】

　

関
西
大
本
は
「
気
味
」
に
作
る
。
国
会
本
は
「
気絵

」
に
作
る
。
字
形

類
似
に
よ
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

「
遠
火
焙
之
」、
朱
自
振
『
中
国
歴
代
茶
書
匯
編
校
注
本
』
に
明
治
戊
寅

本
（
国
会
本
）
の
「
之
」
が
脱
さ
れ
た
と
校
注
し
た
が
、
確
認
で
き
な
い
。

手
元
の
資
料
で
は
脱
字
が
な
い
。

「
其
壺
如
嘗
為
冷
濕
所
侵
」、
関
西
大
本
は
「
侵
」
に
作
る
。
国
会
本
は

「
漫
」
に
作
る
。「
侵
」
に
従
う
。

【
訓
読
】

茶
を
蔵
す
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る
「
余
以
為
此
説
、
真
製
茶
之
要
也
」
と
似
て
、
一
節
の
最
後
に
個
人
的

感
想
や
評
論
を
加
え
る
構
成
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
典
が
後
に
補
っ
た
内
容

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
摩
圓
」、
関
西
大
本
も
国
会
本
も
「
擇
水
」
の
注
に
「
摩
园
」
一
語
を

使
用
し
た
が
、
お
そ
ら
く
「
磨
圓
」
の
誤
り
。

【
訓
読
】

水
を
択
ぶ

茶
を
煎
ず
る
に
は
、
水
の
功
半
に
居
る
。
陸
氏
の
所
謂
「
山
水
は
上
、
江

水
は
中
、
井
水
は
下
。
乳
泉
、
石
池
の
涓
涓
と
し
て
流
れ
出
づ
る
者
を
揀

び
、
江
水
は
人
を
去
る
こ
と
遠
き
者
を
取
り
、
井
は
汲
む
こ
と
多
き
者
を

取
る
」
と
は
是
れ
な
り
。
然
れ
ど
も
互
に
上
下
品
有
り
て
辨
す
べ
し
。
一

種
の
水
有
り
て
至
澄
に
し
て
性
悪
け
れ
ば
、
択
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し

水
を
遠
き
よ
り
取
り
て
こ
れ
を
宿
せ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
く
白
石
の
楕
に
し

て
沢
な
る
者
四
五
を
以
て
沈
着
し
、
或
は
以
て
同
に
こ
れ
を
煮
る
べ
し
。

能
く
清
潔
に
利
す
。
黃
山
谷
の
詩
に
「
錫
谷
は
寒
泉
楕
石
倶
に
す
」
と
、

こ
れ
な
り
。（
石
の
湖
上
に
在
り
て
波
濤
の
摩
円
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
者

を
佳
と
為
す
。
海
石
は
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。）
或
は
曰
く
「
流
水
を
汲
み
て

湯
と
為
し
、
上
に
蒸
露
缶
を
装
し
、
其
の
露
を
取
り
て
煮
て
以
て
茶
に
用

ゆ
れ
ば
、
尤
も
妙
な
り
。」
と
。
余
は
未
だ
嘗
て
試
み
ず
。
但
だ
軟
弱
に

し
て
適
せ
ざ
る
を
恐
る
の
み
。
瀑
泉
を
用
ゆ
者
も
あ
り
、
頗
る
激
烈
に
応

そ
の
壺
は
も
し
以
前
に
冷
湿
な
も
の
に
浸
し
た
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
煎

茶
の
中
で
一
番
濃
い
も
の
を
用
い
て
洗
い
、
太
陽
に
曝
し
て
乾
燥
す
る
ま

で
待
ち
、
し
っ
か
り
と
保
存
す
れ
ば
、
使
っ
て
も
よ
い
。

【
本
文
】
5

擇
水

煎
茶
水
功
居
半
。
陸
氏
所
謂
、
山
水
上
、
江
水
中
、
井
水
下
、
揀
乳
泉
石

池
涓
涓
流
出
者
、
江
水
取
去
人
遠
者
、
井
取
汲
多
者
是
也
、
然
互
有
上
下

品
可
辨
也
。
有
一
種
水
、
至
澄
而
性
惡
、
不
可
不
擇
。
若
取
水
于
遠
、
欲

宿
之
、
須
以
白
石
橢
而
澤
者
四
五
沈
着
或
以
同
煮
之
、
能
利
淸
潔
。
黃
山

谷
詩
、
錫
谷
寒
泉
橢
石
倶
、
是
之
。（
石
之
在
湖
上
爲
波
濤
摩
圓
者
爲
佳
。

海
石
不
可
用
。）
或
曰
、
汲
流
水
爲
湯
、
上
裝
蒸
露
罐
、
取
其
露
煮
以
用

茶
、
尤
妙
。
余
未
嘗
試
、
但
恐
軟
弱
不
適
。
有
用
瀑
泉
者
、
頗
激
烈
不
應
、

然
則
激
烈
軟
弱
倶
不
可
不
擇
。

【
校
異
】

　

関
西
大
本
は
「
陸
氏
…
…
是
也
」
と
す
る
。
国
会
本
は
「
陸
氏
…
…
佳

也
」
と
す
る
。

　

ま
た
、
関
西
大
本
に
は
「
或
曰
…
…
不
可
不
擇
」
と
い
う
文
句
あ
る
が
、

国
会
本
に
は
無
い
。
こ
の
部
分
に
「
余
未
嘗
試
、
但
恐
軟
弱
不
適
」
と
あ

る
よ
う
な
「
擇
水
」
に
対
す
る
経
験
談
は
、
前
文
の
「
藏
茶
」
の
節
に
あ
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楕
圓
で
光
沢
の
あ
る
白
い
石
を
四
、
五
つ
取
っ
て
水
の
中
に
沈
め
、
あ
る

い
は
石
を
も
っ
て
水
と
一
緒
に
煮
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
水
を
清
潔
に

す
る
の
に
役
立
つ
。
黃
庭
堅
の
詩
に
「
錫
谷
で
寒
泉
と
楕
石
を
共
に
す

る
」
と
述
べ
た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。（
石
な
ら
ば
、
湖
の
上
に
あ
っ
て
波

濤
に
磨
か
れ
て
丸
く
な
っ
た
も
の
が
よ
い
。
海
の
石
を
使
用
し
て
は
い
け

な
い
。）
あ
る
人
は
こ
う
言
っ
た
、「
流
水
を
汲
ん
で
湯
に
し
て
、
そ
の
上

に
蒸
露
缶
を
装
置
し
、
そ
の
露
を
取
っ
て
煮
て
以
て
茶
に
用
い
る
。
こ
れ

は
素
晴
ら
し
い
。」
と
。
私
は
ま
だ
一
度
も
試
み
た
こ
と
が
無
い
。
た
だ

体
が
軟
弱
で
こ
の
よ
う
な
水
に
合
わ
な
い
と
心
配
す
る
だ
け
で
あ
る
。
瀑

泉
を
用
い
る
ひ
と
も
い
る
。
あ
ま
り
激
烈
な
の
で
適
当
で
は
な
い
。
そ
れ

で
は
激
烈
、
軟
弱
の
水
は
共
に
使
用
し
て
は
い
け
な
い
。

【
本
文
】
6

潔
甁

甁
不
論
好
醜
、
唯
要
潔
淨
。
一
煎
之
後
、
便
當
輒
去
殘
葉
、
用
椶
札
刷
滌

一
過
、
以
當
後
用
。
不
爾
、
舊
染
浸
淫
、
使
芳
鮮
不
發
。
若
値
舊
染
者
、

須
煮
水
一
過
去
之
、
然
後
更
用
。

【
訓
読
】

瓶
を
潔
す

瓶
は
好
醜
を
論
せ
ず
、
唯
だ
潔
浄
を
要
す
。
一
煎
の
後
、
便
ち
当
に
輒
ち

せ
ず
。
然
れ
ば
則
ち
激
烈
、
軟
弱
は
倶
に
択
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

【
語
釈
】

●

陸
氏
所
謂
…
…
陸
氏
、
陸
羽
。
こ
の
引
用
は
『
茶
経
』・
五
之
煮
に
あ

る
。
●

宿
…
…
一
夜
放
置
す
る
。
●

白
石
…
…
潔
白
の
石
。
明
田
芸
蕎

『
煮
泉
小
品
』・
緒
談
に
「
取
石
子
置
瓶
中
、
雖
養
其
味
亦
可
澄
水
、
令
之

不
淆
。」
と
あ
る
。
●

黃
山
谷
詩
…
…
黃
山
谷
、
黄
庭
堅
。
こ
の
句
は

『
謝
黄
従
善
司
業
寄
恵
山
泉
』
に
あ
る
。
●

錫
谷
寒
泉
…
…
恵
山
泉
。
唐

張
又
新
『
煎
茶
水
記
』
に
「
無
錫
恵
山
寺
石
水
第
二
」
と
あ
る
。
●

蒸
露

罐
…
…
水
を
蒸
発
さ
せ
、
水
蒸
気
を
集
め
る
容
器
。

【
現
代
語
訳
】

　

よ
い
茶
を
煎
じ
る
場
合
、
水
の
功
績
が
半
分
ほ
ど
あ
る
。
陸
羽
の
い
わ

ゆ
る
「
山
水
を
用
い
る
の
が
上
等
で
、
江
水
を
用
い
る
の
が
中
等
で
、
井

水
を
用
い
る
の
が
下
等
で
あ
る
。
乳
泉
、
石
池
の
よ
う
な
ゆ
っ
く
り
と
流

れ
出
す
水
を
選
び
、
江
水
は
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
た
も
の
を
取
り
、
井
水

は
多
く
汲
む
も
の
を
取
る
」
と
は
、
こ
の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ

種
類
の
水
の
中
で
も
互
い
に
上
級
品
と
下
級
品
が
あ
る
。
こ
れ
を
辨
別
す

る
こ
と
は
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る
水
は
非
常
に
澄
清
と
し
て
も
、
水

質
が
悪
け
れ
ば
、
こ
れ
を
使
用
し
て
は
い
け
な
い
。
も
し
水
源
は
家
か
ら

遠
く
離
れ
て
水
を
取
っ
て
一
夜
放
置
し
て
使
用
し
よ
う
と
し
た
ら
、
必
ず
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而
後
投
茶
。
不
爾
、
芳
香
不
發
。

【
訓
読
】

湯
を
候
ふ

凡
そ
茶
を
煎
ず
る
毎
に
、
新
水
活
火
を
用
ゆ
べ
し
。
熟
湯
及
び
釜
銚
の
湯

を
用
ゆ
る
こ
と
莫
れ
。
熟
湯
は
軟
弱
に
し
て
茶
気
に
応
ぜ
ず
。
釜
銚
の
湯

は
自
然
に
気
有
り
て
茶
味
を
妨
ぐ
。
陸
氏
は
「
三
沸
」
を
論
じ
、
当
に
騰

波
鼓
浪
を
須ま

ち
て
後
に
茶
を
投
ず
べ
し
と
す
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
芳
香
は
発

せ
ず
。

【
語
釈
】

●

新
水
活
火
…
…
新
水
、
き
れ
い
な
水
。
活
火
、
炭
火
の
焰
。
北
宋
蘇
軾

『
汲
江
煎
茶
』
に
「
活
水
還
須
活
火
烹
」
と
あ
る
。
●

陸
氏
論
三
沸
…
…

『
茶
経
』
五
之
煮
に
「
沸
如
魚
目
微
有
声
爲
一
沸
。
緣
辺
如
湧
泉
連
味
爲

二
沸
。
騰
波
鼓
浪
爲
三
沸
。」
と
あ
る
。
●

騰
波
鼓
浪
…
…
沸
騰
し
て
浪

立
つ
状
態
。

【
現
代
語
訳
】

　

お
お
よ
そ
毎
回
茶
を
煎
じ
る
と
き
、
き
れ
い
な
水
と
炭
火
を
使
用
す
る

の
が
よ
い
。
熟
湯
と
釜
銚
の
湯
を
使
用
し
て
は
い
け
な
い
。
熟
湯
は
軟
弱

で
茶
気
に
適
応
し
な
い
。
釜
銚
の
湯
は
自
然
と
気
味
が
あ
る
の
で
茶
の
味

残
葉
を
去
り
、
椶
札
を
用
い
て
刷
滌
一
過
し
、
以
て
後
用
に
当
つ
べ
し
。

爾
ら
ざ
れ
ば
、
旧
染
浸
淫
し
、
芳
鮮
を
し
て
発
せ
し
め
ず
。
若
し
旧
染
の

者
に
値
た
れ
ば
、
須
く
水
を
煮
る
こ
と
一
過
し
て
こ
れ
を
去
り
、
然
る
後

に
更
め
て
用
ゆ
べ
し
。

【
語
釈
】

●

椶
札
…
…
椶
は
「
棕
」
の
正
字
。
棕
毛
で
作
っ
た
ブ
ラ
シ
。
●

舊
染

…
…
染
、
色
や
香
り
が
染
み
込
む
こ
と
。
●

浸
淫
…
…
次
第
に
染
み
込
む
。

【
現
代
語
訳
】

　

瓶
は
好
醜
に
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
潔
浄
な
も
の
が
大
事
で
あ
る
。
一
度

煎
じ
た
後
、
す
な
は
ち
す
ぐ
に
残
葉
を
捨
て
、
棕
札
を
用
い
て
一
回
洗
い

流
し
て
次
回
の
使
用
の
た
め
に
準
備
す
る
の
が
よ
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、

旧
い
染
み
が
瓶
に
深
く
入
り
込
み
、
茶
の
芳
鮮
を
発
せ
難
く
さ
せ
て
し
ま

う
。
も
し
旧
い
染
み
が
入
り
込
ん
だ
瓶
が
あ
っ
た
ら
、
必
ず
水
を
煮
て
一

回
洗
い
、
汚
水
を
捨
て
、
そ
れ
か
ら
あ
ら
た
め
て
使
用
す
る
の
が
よ
い
。

【
本
文
】
7

候
湯

凡
每
煎
茶
、
用
新
水
活
火
、
莫
用
熟
湯
及
釜
銚
之
湯
。
熟
湯
軟
弱
不
應
茶

氣
、
釜
銚
之
湯
自
然
有
氣
、
妨
乎
茶
味
。
陸
氏
論
三
沸
、
當
須
騰
波
鼓
浪
、
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（
滋
賀
県
）
を
指
す
。「
煎
茶
」
の
節
に
「
江
州
茶
尤
不
宜
焙
」
と
あ
る
内

容
は
大
典
の
補
説
だ
と
考
え
る
が
、
削
除
し
な
い
理
由
は
不
明
。

　

関
西
大
本
は
「
唐
製
茶
」
と
す
る
。
国
会
本
は
「
華
製
茶
」
と
す
る
。

次
節
の
「
淹
茶
」
で
も
「
唐
製
茶
」
と
「
華
製
茶
」
と
の
異
字
が
見
え
る
。

当
時
、
日
本
人
は
中
国
人
を
「
唐
人
」、
中
国
の
舶
来
品
を
「
唐
物
」
と

呼
ん
で
い
た
。
関
西
大
本
で
中
国
製
の
お
茶
を
「
唐
製
茶
」
と
呼
ぶ
の
は
、

お
そ
ら
く
葉
雋
の
原
作
で
は
な
く
、
大
典
の
補
説
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
国

会
本
で
は
「
唐
製
茶
」
を
「
華
製
茶
」
と
直
し
た
。「
華
製
茶
」
に
つ
い

て
、「
古
製
」、「
宋
製
」、「
元
製
」、「
明
製
」
は
言
わ
れ
る
が
、「
華
製
」

に
つ
い
て
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
国
会
本
で
は
小
田
誠
一
郎

が
王
治
本
に
意
見
を
伺
っ
て
か
ら
「
和
製
茶
」
を
意
識
し
な
が
ら
「
華
製

茶
」
と
直
し
た
の
だ
ろ
う
。

【
訓
読
】

煎
茶

世
人
多
く
は
茶
を
貯
へ
る
こ
と
密
な
ら
ず
。
煎
に
臨
み
て
こ
れ
を
焙
す
。

或
は
焦
げ
ん
と
欲
す
る
に
至
る
。
此
れ
婆
子
村
の
供
す
る
所
に
し
て
、
大

ひ
に
雅
賞
に
非
ず
。
江
州
の
茶
は
尤
け
焙
す
る
に
宜
し
か
ら
ず
。
其
の
它

或
は
焙
す
る
も
亦
た
遠
火
に
熅
熅
然
た
る
の
み
。
大
抵
水
一
合
に
茶
用
ゆ

る
に
重
さ
三
四
分
ば
か
り
に
し
て
、
こ
れ
を
滾
湯
に
投
じ
て
尋
ぎ
て
即
ち

火
よ
り
離
し
て
置
き
須
臾
に
し
て
こ
れ
を
供
す
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
煮
熟
の

を
妨
げ
る
。
陸
羽
は
「
三
沸
」
を
論
じ
た
と
き
、
ま
さ
に
沸
騰
し
て
浪
立

つ
の
を
待
っ
て
そ
の
後
に
茶
を
投
入
す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
そ
う
し
な
け

れ
ば
、
茶
の
芳
香
が
立
た
な
い
。

【
本
文
】
8

煎
茶

世
人
多
貯
茶
不
密
、
臨
煎
焙
之
、
或
至
欲
焦
。
此
婆
子
村
所
供
、
大
非
雅

賞
。
江
州
茶
尤
不
宜
焙
。
其
它
或
焙
亦
遠
火
熅
熅
然
耳
。
大
抵
水
一
合
、

用
茶
可
重
三
四
分
、
投
之
滾
湯
、
尋
卽
離
火
置
須
臾
而
供
之
。
不
爾
、
煮

熟
之
味
生
、
芳
香
之
氣
亡
、
須
別
用
湯
甁
架
火
候
茶
過
濃
加
之
。
若
洗
茶

者
、
以
小
籠
盛
茶
葉
、
承
以
碗
、
澆
沸
湯
、
以
箸
攪
之
。
漉
出
則
塵
垢
皆

漏
脫
去
、
然
後
投
入
甁
中
、
色
味
極
佳
、
要
在
速
疾
、
少
緩
慢
則
氣
脫
不

佳
。
如
唐
製
茶
、
尤
宜
洗
用
。

【
校
異
】

　

関
西
大
本
に
「
用
茶
可
重
三
四
分
、
投
之
滾
湯
、
尋
即
離
火
置
須
臾
而

供
之
。
不
爾
、
煮
熟
之
味
生
、
芳
香
之
氣
亡
、
須
別
用
湯
瓶
架
火
候
茶
過

濃
加
之
。
若
洗
茶
者
…
…
」
と
あ
る
が
、
国
会
本
は
内
容
を
縮
め
て
「
用

茶
可
重
三
分
。
若
洗
茶
者
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
典
は
「
製
茶
」
の
節
に
「
煎
茶
之
製
、
所
在
有
之
。
然
江
州

所
産
、
為
最
近
好
事
者
家
製
之
」
と
記
し
た
。「
江
州
」
は
日
本
の
近
江
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る
だ
け
で
あ
る
。
大
体
水
一
合
に
重
さ
三
四
分
程
度
の
茶
葉
を
使
っ
て
、

沸
湯
に
入
れ
て
か
ら
す
ぐ
に
火
よ
り
離
し
て
し
ば
ら
く
置
き
、
こ
れ
を
飲

む
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
煮
て
熟
し
た
味
は
生
ま
れ
、
芳
香
の
気
を
失
う
。

ま
た
、
必
ず
と
な
り
に
湯
瓶
を
使
っ
て
火
に
掛
け
、
茶
が
あ
ま
り
に
濃
い

と
き
は
こ
の
湯
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
茶
を
洗
い
た
い
と
き
、
小

籠
を
使
っ
て
茶
葉
を
盛
っ
て
、
碗
に
茶
葉
を
入
れ
、
沸
湯
を
注
ぎ
込
み
、

箸
を
も
っ
て
か
き
ま
わ
し
て
漉
出
す
れ
ば
、
塵
垢
を
全
て
取
り
除
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
後
に
瓶
中
に
投
入
す
れ
ば
、
色
と
味
は
極
め
て
よ
く
な

る
。
要
は
操
作
の
速
さ
で
あ
る
。
少
し
で
も
遅
く
な
れ
ば
、
茶
気
が
抜
け

て
味
が
よ
く
な
く
な
る
。
中
国
製
の
茶
の
た
ぐ
い
は
、
と
り
わ
け
洗
い
用

い
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
。

【
本
文
】
9

淹
茶

唐
茶
舶
來
上
者
、
亦
爲
精
細
、
但
經
時
之
久
、
失
其
鮮
芳
。
肥
筑
閒
亦
有

称
唐
製
者
、
然
氣
味
頗
薄
、
地
產
固
然
。
大
抵
唐
製
茶
不
容
煎
。
甁
中
置

茶
、
以
熱
湯
沃
焉
、
謂
之
泡
茶
。
或
以
鐘
、
謂
之
中
茶
。（
中
鐘
音
通
。

泡
名
通
甁
鐘
者
。
茶
經
謂
之
淹
茶
。）
皆
當
先芥

之
令
熱
、
或
入
湯
之
後

蓋
之
、
再
以
湯
外
漑
之
、
則
茶
氣
盡
發
矣
。

【
校
異
】

味
生
じ
、
芳
香
の
気
亡
ふ
。
須
く
別
に
湯
瓶
を
用
い
て
火
に
架
し
、
茶
の

過
濃
な
る
を
候
ち
て
こ
れ
を
加
ふ
べ
し
。
若
し
茶
を
洗
は
ば
、
小
籠
を
以

て
茶
葉
を
盛
り
承
る
に
碗
を
以
て
し
、
沸
湯
を
澆
ぎ
、
箸
を
以
て
こ
れ
を

攪
し
、
漉
出
す
れ
ば
則
ち
塵
垢
皆
漏
脱
し
去
る
。
然
し
て
後
に
瓶
中
に
投

入
す
れ
ば
、
色
味
極
め
て
佳
な
り
。
要
は
速
疾
に
在
り
。
少
し
緩
慢
す
る

と
き
は
則
ち
気
脱
し
て
佳
な
ら
ず
。
唐
製
の
茶
の
如
き
、
尤
け
洗
ひ
用
い

る
に
宜
し
。

【
語
釈
】

●

婆
子
村
…
…
婆
子
、
老
婦
人
、
田
舎
も
の
。
軽
蔑
の
意
。
南
宋
羅
大
経

『
鶴
林
玉
露
』
に
「
檜
咎
其
失
言
、
与
其
館
客
謀
、
進
青
魚
百
尾
。
顕
仁

拊
掌
笑
曰

：「
我
道
這
婆
子
村
、
果
然
。」
蓋
青
魚
似
子
魚
而
非
、
特
差
大

耳
。」
と
あ
る
。
●

雅
賞
…
…
雅
、
清
雅
、
高
雅
。
賞
、
玩
賞
。
●

塵
垢

…
…
ち
り
と
あ
か
。

【
現
代
語
訳
】

　

多
く
の
世
人
は
茶
を
貯
え
る
と
き
に
き
ち
ん
と
保
存
し
な
い
。
煎
じ
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
茶
葉
を
使
っ
て
焙
る
。
あ
る
い
は
茶
を

焦
げ
る
ま
で
焙
ろ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
田
舎
者
の
飲
み
方
で
あ
り
、
決
し

て
雅
趣
で
は
な
い
。
近
江
の
茶
は
と
り
わ
け
焙
る
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
ほ
か
の
茶
は
、
焙
ろ
う
と
し
て
も
ま
た
遠
く
か
ら
火
を
通
し
て
暖
め
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【
語
釈
】

●

唐
茶
…
…
唐
、
中
国
。
中
国
か
ら
船
で
運
ん
で
き
た
い
い
お
茶
。
●

肥

筑
…
…
肥
前
、
肥
後
、
筑
前
、
筑
後
の
四
か
国
。
●

泡
茶
…
…
熱
湯
に
茶

葉
を
入
れ
て
浸
し
、
茶
葉
の
味
を
引
き
出
す
。
●

鐘
…
…
盅
。
取
っ
手
の

な
い
小
茶
碗
。
●

中
茶
…
…
沖
茶
。
茶
を
入
れ
る
。
●

茶
經
謂
之
淹
茶

…
…
『
茶
経
』
六
之
飲
に
あ
る
。
淹
、
湯
を
注
い
で
浸
す
。

【
現
代
語
訳
】

　

中
国
の
茶
に
つ
い
て
は
、
舶
来
品
の
中
の
上
級
品
も
ま
た
精
細
で
あ
る

が
、
長
い
時
間
を
経
て
お
り
、
そ
の
鮮
芳
を
失
っ
た
。
肥
・
筑
の
辺
り
に

も
ま
た
中
国
製
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
気
味
が
か
な
り
薄
い
し
、
そ

の
土
地
の
産
出
し
た
も
の
は
も
と
よ
り
そ
う
で
あ
る
。
大
体
中
国
の
茶
を

煎
じ
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
瓶
中
に
茶
を
置
き
、
熱
湯
を
中
に
注
ぐ

も
の
、
こ
れ
は
「
泡
茶
」
と
い
う
。
あ
る
い
は
鐘
を
使
う
。
こ
れ
は
「
中

茶
」
と
い
う
。（
中
と
鐘
、
発
音
は
同
じ
で
あ
る
。
泡
の
名
前
は
瓶
鐘
に

つ
な
が
る
。『
茶
経
』
で
は
「
淹
茶
」
と
謂
う
。）
す
べ
て
先
に
火
を
通
し

て
暖
め
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
る
い
は
湯
を
入
れ
る
後
に
蓋
を
し
、
再
び
湯

を
外
よ
り
瓶
鐘
に
注
ぎ
か
け
れ
ば
、
茶
の
気
が
こ
と
ご
と
く
放
た
れ
る
。

　

関
西
大
本
に
は
「
唐
茶
舶
來
上
者
、
亦
為
精
細
、
但
經
時
之
久
、
失
其

鮮
芳
。
肥
筑
間
亦
有
称
唐
製
者
、
然
氣
味
頗
薄
、
地
産
固
然
。」
が
あ
る
。

国
会
本
に
は
無
い
。
こ
の
部
分
は
「
肥
筑
」
の
お
茶
を
論
じ
た
た
め
、
大

典
の
補
説
だ
と
考
え
る
。

　

関
西
大
本
の
「
大
抵
唐
製
茶
不
容
煎
」、
国
会
本
は
「
華
製
茶
不
可
煎
」

に
作
る
。

　

朱
自
振
『
中
国
歴
代
茶
書
匯
編
校
注
本
』
に
宝
暦
本
（
つ
ま
り
関
西
大

本
）
の
「芥

之
令
熱
」
の
「
熱
」
が
「
熟
」
と
校
注
し
た
が
、
確
認
で
き

な
い
。
手
元
の
資
料
で
は
「
熱
」
で
あ
る
。

【
訓
読
】

淹
茶

唐
茶
舶
来
し
上
な
る
者
も
亦
た
精
細
な
り
。
但
だ
時
を
経
る
こ
と
久
し
く
、

其
の
鮮
芳
を
失
ふ
。
肥
筑
の
間
に
も
亦
た
唐
製
と
称
す
る
者
有
り
、
然
れ

ど
も
気
味
頗
る
薄
し
。
地
産
固
よ
り
然
り
。
大
抵
唐
製
の
茶
は
煎
ず
る
を

容
れ
ず
。
瓶
中
に
茶
を
置
き
、
熱
湯
を
以
て
焉
に
沃
ぐ
。
こ
れ
を
泡
茶
と

謂
ふ
。
或
は
鐘
を
以
て
し
、
こ
れ
を
中
茶
と
謂
ふ
。（
中
と
鐘
、
音
通
ず
。

泡
の
名
は
瓶
鐘
な
る
者
に
通
ず
。『
茶
経
』
に
こ
れ
を
淹
茶
と
謂
ふ
。）
皆

当
に
先
に
こ
れ
を芥

し
て
熱
か
ら
し
む
べ
し
。
或
は
湯
を
入
れ
る
後
に
こ

れ
を
蓋
し
、
再
び
湯
を
以
て
外
よ
り
こ
れ
を
漑
す
れ
ば
、
則
ち
茶
気
尽
く

発
す
。
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る
。
●

匝
擁
…
…
匝
、
め
ぐ
る
、
め
ぐ
ら
す
。
擁
、
だ
く
、
だ
き
か
か
え

る
。
●

乘
曉
含
露
…
…
乘
曉
、
夜
明
け
に
乗
じ
る
。
花
び
ら
に
含
む
露
水
。

●

蘭
茶
…
…
蘭
花
、
香
草
。
●

花
片
…
…
花
び
ら
。
●

竝
…
…
「
並
」
の

旧
字
。
●

蒸
露
罐
…
…
水
蒸
気
を
集
め
る
容
器
。

【
現
代
語
訳
】

　

蓮
花
茶
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
半
分
開
い
た
花
を
選
ん
で
、
茶
を
そ
の

中
に
塞
ぎ
入
れ
、
絲
で
花
に
茶
を
包
ん
で
一
夜
置
く
。
夜
明
け
に
花
が
露

を
含
ん
だ
と
き
に
乗
じ
て
そ
れ
を
摘
み
出
し
、
直
接
沸
湯
に
投
入
す
る
と
、

香
り
と
味
が
同
時
に
発
す
る
。
蘭
茶
の
よ
う
な
種
類
は
、
花
を
摘
ん
で
茶

に
入
れ
、
ま
た
一
夜
を
過
ご
し
て
、
中
の
花
び
ら
を
選
出
し
て
捨
て
、
そ

の
茶
を
使
う
。
蓮
花
茶
と
蘭
茶
は
同
じ
く
乾
燥
す
る
必
要
が
な
い
。
あ
る

い
は
蒸
露
罐
を
も
っ
て
梅
の
露
、
菊
の
露
な
ど
を
取
っ
て
、
一
滴
を
碗
の

中
に
投
入
す
る
の
も
よ
い
。

【
本
文
】
11

山
林
絕
區
、
淸
淑
之
氣
、
鍾
乎
露
芽
、
發
乎
雲
液
、
使
人
恬
淡
是
味
、
此

非
事
甘
脆
肥
醲
者
所
得
識
也
。
夫
其
參
四
供
、
利
中
腸
、
破
昏
除
睡
、
以

入
禪
悅
之
味
。
乃
所
謂
四
悉
檀
之
益
、
固
可
與
道
流
者
共
已
。
葉
氏
之
訣
、

得
其
精
哉
。
殆
纘
竟
陵
氏
之
緖
矣
。

 

不
生
道
人
跋

【
本
文
】
10

花
香
茶

有
蓮
花
茶
者
、
就
花
半
開
者
、
實
茶
其
内
、
絲
匝
擁
之
一
宿
、
乘
曉
含
露

摘
出
、
直
投
熱
湯
、
香
味
倶
發
。
如
蘭
茶
、
摘
花
雜
茶
、
亦
經
宿
而
揀
去

其
花
片
用
之
、
竝
皆
不
用
焙
乾
。
或
以
蒸
露
罐
取
梅
露
、
菊
露
類
、
投
一

滴
碗
中
、
並
佳
。

【
校
異
】

　

関
西
大
本
の
「
花
香
茶
」
一
節
、
国
会
本
に
は
無
い
。

【
訓
読
】

花
香
茶

蓮
花
茶
な
る
者
有
り
、
花
半
ば
開
く
者
に
就
き
て
、
茶
を
其
の
内
に
実
れ
、

絲
を
も
つ
て
こ
れ
を
匝
擁
す
る
こ
と
一
宿
、
暁
に
露
を
含
む
に
乗
じ
て
摘

み
出
し
、
直
ち
に
熱
湯
に
投
ず
れ
ば
、
香
味
倶
に
発
す
。
蘭
茶
の
如
き
は
、

花
を
摘
み
て
茶
に
雑
え
、
亦
た
経
宿
し
て
其
の
花
片
を
揀
び
去
り
て
こ
れ

を
用
ゆ
。
並
び
に
皆
焙
乾
す
る
こ
と
を
用
い
ず
。
或
は
蒸
露
罐
を
以
て
梅

露
、
菊
露
の
類
を
取
り
、
一
滴
を
碗
中
に
投
ず
る
も
、
並
び
に
佳
な
り
。

【
語
釈
】

●

花
香
茶
…
…
明
王
錡
『
寓
圃
雑
記
』・
雲
林
遺
事
の
「
蓮
花
茶
」
に
よ
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要
能
令
人
得
禅
悅
之
味
。」」
と
あ
る
。
●

四
悉
檀
…
…
悉
檀
、
悉
曇
、
成

就
・
吉
祥
の
意
。
四
悉
檀
、「
第
一
義
悉
檀
」、「
世
界
悉
檀
」、「
各
各
為

人
悉
檀
」
と
「
対
治
悉
檀
」。
●

道
流
…
…
道
士
の
流
輩
。
●

纘
竟
陵
氏

之
緖
…
…
竟
陵
氏
、
陸
羽
。
纘
、
受
け
継
ぐ
。
緖
、
前
人
の
未
完
成
の
功

業
、
功
績
。
●

不
生
道
人
…
…
大
典
顕
常
。

【
現
代
語
訳
】

　

山
林
の
絶
地
に
は
清
淑
の
気
が
あ
る
。
草
木
の
営
芽
に
集
ま
り
、
雨
と

露
よ
り
発
す
る
。
人
を
無
欲
無
求
に
し
て
こ
の
味
を
楽
し
ま
せ
る
。
こ
の

味
は
、
佳
肴
と
美
酒
し
か
嗜
ま
な
い
俗
人
に
は
理
解
で
き
な
い
。
そ
も
そ

も
そ
れ
は
四
供
に
参
詣
し
、
中
腸
を
調
整
し
、
昏
睡
を
破
り
、
眠
気
を
除

く
こ
と
に
禅
悅
の
味
に
入
る
。
こ
れ
は
す
な
は
ち
四
悉
檀
の
効
果
と
言
わ

れ
る
。
ゆ
え
に
道
教
の
人
と
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
葉
氏
の
訣
は
そ

の
精
妙
を
会
得
し
、
陸
羽
の
功
績
を
継
承
し
た
。

【
本
文
】
12

茶
訣
一
篇
、
語
不
多
而
要
眇
盡
矣
。
命
之
剞
劂
以
施
四
方
君
子
云
。
時
寶

曆
甲
申
二
月
。

浪
花
蒹
葭
堂
木
孔
恭
識

【
校
異
】

「
鍾
乎
露
芽
」
の
「
乎
」、
国
会
本
は
「
香
」
に
作
る
。

【
訓
読
】

山
林
絶
区
は
、
清
淑
の
気
、
露
芽
に
鐘
ま
り
、
雲
液
に
発
す
。
人
を
し
て

こ
の
味
に
恬
淡
た
ら
し
む
。
此
れ
甘
脆
肥
醲
を
事
す
る
者
の
得
て
識
る
と

こ
ろ
に
非
ざ
る
な
り
。
夫
れ
其
の
四
供
に
参
り
、
中
腸
を
利
し
、
昏
を
破

り
て
睡
を
除
き
、
以
て
禅
悅
の
味
に
入
る
る
は
、
乃
ち
所
謂
四
悉
檀
の
益

な
り
。
固
に
道
流
の
者
と
共
に
す
べ
き
の
み
。
葉
氏
の
訣
は
其
の
精
を
得

た
る
か
な
。
殆
ど
竟
陵
氏
の
緒
を
纘
げ
り
や
。

【
語
釈
】

●

絶
區
…
…
絶
地
。
非
常
に
遠
く
へ
だ
た
っ
た
土
地
。
●

清
淑
…
…
清
、

清
和
。
淑
、
美
好
。
●

露
芽
…
…
草
木
の
嫩
芽
。
●

雲
液
…
…
雨
水
、
露

水
。
●

恬
淡
…
…
清
静
淡
泊
。
●

甘
脆
肥
醲
…
…
甘
、
あ
ま
い
。
脆
、
柔

ら
か
い
、
も
ろ
い
。
肥
、
美
食
。
醲
、
美
酒
。『
淮
南
子
』・
主
術
訓
に

「
肥
醲
甘
脆
、
非
不
美
也
。」
と
あ
る
。
●

四
供
…
…
菩
薩
の
こ
と
。
金
剛

界
三
十
七
尊
の
外
四
供
養
と
内
四
供
養
、
合
わ
せ
て
八
供
養
菩
薩
と
い
う
。

●

中
腸
…
…
消
化
管
の
こ
と
、
腹
内
、
内
心
。
●

禅
悅
之
味
…
…
仏
法
の

お
も
む
き
。
北
宋
恵
洪
『
冷
斎
夜
話
』
に
「
東
坡
曰

：「
此
老
師
善
説
法
、
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戊
寅
觀
蓮
嘉
囗
囗

【
校
異
】

「
戊
寅
觀
蓮
節
」
の
次
の
二
字
は
辨
明
で
き
な
い
。

【
訓
読
】

紗
帽
は
頭
を
籠
み
、
風
花
は
鬢
を
遶
る
。

【
本
文
】
二

煎
茶
訣
序

夫
一
草
一
木
、
罔
不
得
山
川
之
氣
而
生
也
。
唯
茶
之
得
氣
最
精
、
故
能
兼

色
香
味
之
美
焉
。
是
茶
有
色
香
味
之
美
、
而
茶
之
生
氣
全
矣
。
然
所
以
保

其
氣
而
勿
失
者
、
豈
茶
所
能
自
主
哉
。
盖
采
之
。
采
之
而
後
有
以
藏
之
、

如
獲
稻
然
。
有
秋
收
者
必
有
冬
藏
。
藏
之
、
先
期
其
乾
脆
也
、
利
用
焙
。

藏
之
、
須
有
以
貯
蓄
也
、
利
用
器
。
藏
之
而
不
善
、
濕
氣
鬱
而
色
枯
、
冷

氣
侵
而
香
敗
、
原
氣
洩
而
味
變
、
氣
之
失
也
。
豈
得
咎
茶
之
不
美
乎
。
然

藏
之
於
平
時
、
以
需
用
之
於
一
時
、
而
用
之
法
在
於
煎
。
張
志
和
所
謂
竹

裏
煎
茶
、
亦
雅
人
之
深
致
也
。
磁
盌
以
盛
之
、
竹
籠
以
漉
之
、
明
水
以
調

之
、
文
火
以
沸
之
。
其
色
淸
且
碧
、
其
香
幽
且
烈
、
其
味
醇
且
和
。
可
以

淸
詩
思
、
可
以
滌
煩
渴
。
斯
得
茶
之
美
者
矣
。
是
在
煎
之
善
。
至
若
水
、

則
別
山
泉
江
泉
。
火
、
則
詳
九
沸
九
變
。
器
、
則
取
其
潔
而
不
取
其
貴
。

【
訓
読
】

茶
訣
一
篇
、
語
は
多
か
ら
ず
、
要
眇
は
尽
き
た
り
。
こ
れ
を
命
じ
て
剞
劂

し
、
以
て
四
方
の
君
子
に
施
す
。
時
は
宝
暦
甲
申
二
月
。

【
語
釈
】

●

要
眇
…
…
要
妙
、
要
訣
。
●

剞
劂
…
…
版
木
を
彫
る
こ
と
。
剞
、
曲
刀
。

劂
、
曲
鑿
。
●

寶
曆
甲
申
…
…
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）。

【
現
代
語
訳
】

　

茶
訣
一
篇
は
、
言
葉
は
多
く
な
い
が
、
要
点
が
す
べ
て
ま
と
ま
っ
て
い

る
。
人
に
命
じ
て
こ
れ
の
版
木
を
彫
刻
し
、
よ
っ
て
四
方
の
君
子
に
広
く

伝
わ
っ
た
。
時
は
宝
暦
甲
申
の
二
月
で
あ
る
。

資
料
二
　
国
会
本
『
煎
茶
訣
』

【
本
文
】
一

清
国　

葉
雋
永
之
撰

 

煎
茶
訣

 

東
京　

鹿
鳴
舍
梓

紗
帽
籠
頭
、
風
花
遶
鬢
。
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【
現
代
語
訳
】

　

そ
も
そ
も
一
草
一
木
は
、
山
川
の
気
を
得
な
け
れ
ば
成
長
す
る
こ
と
が

不
可
能
で
あ
る
。
特
に
茶
の
中
に
含
ま
れ
る
気
は
も
っ
と
も
精
純
で
あ
る
。

ゆ
え
に
色
、
香
、
味
の
美
し
さ
を
よ
く
兼
備
し
て
い
る
。
茶
の
中
に
色
、

香
、
味
の
美
し
さ
が
あ
れ
ば
、
茶
の
生
気
は
完
全
で
あ
る
。
し
か
し
茶
の

気
を
保
っ
て
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
、
茶
の
意
の
ま
ま
に
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
茶
を
採
る
。
茶
を
採
っ
て
貯
蔵
す
る
の
は
、
稲
を

収
穫
す
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
秋
は
収
穫
を
行
う
な
ら
、
冬
は
必
ず
貯
蔵

を
行
う
。
茶
を
貯
蔵
す
る
に
は
、
先
ず
茶
の
乾
燥
と
脆
さ
を
要
求
す
る
が
、

そ
の
と
き
は
焙
る
方
法
を
利
用
す
る
。
茶
を
貯
蔵
す
る
に
は
、
必
ず
何
か

で
貯
蓄
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
は
器
を
利
用
す
る
。
茶
を
貯
蔵
す

る
際
に
は
大
事
に
し
な
け
れ
ば
、
湿
気
が
こ
も
っ
て
茶
の
色
は
枯
れ
、
冷

気
が
侵
入
し
て
茶
の
香
は
な
く
な
り
、
原
気
が
洩
れ
て
茶
の
味
は
変
わ
っ

て
し
ま
う
。
茶
の
精
気
が
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
茶
自
体
が
美

し
く
な
い
と
捉
え
て
咎
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
普
段
は
し

ま
っ
て
お
い
て
、
必
要
な
と
き
に
一
時
的
に
使
い
、
そ
し
て
煎
る
と
い
う

方
法
を
用
い
る
。
張
志
和
の
い
わ
ゆ
る
「
竹
裏
煎
茶
」
で
あ
り
、
ま
た
風

雅
の
人
の
深
遠
な
意
趣
で
あ
る
。
磁
盌
を
も
っ
て
茶
を
盛
り
、
竹
籠
を
も

っ
て
茶
を
濾
し
、
明
水
を
も
っ
て
水
温
を
調
節
し
、
文
火
を
以
て
湯
を
沸

す
。
茶
の
色
は
清
く
て
碧
い
。
茶
の
香
は
幽
か
で
烈
し
い
。
茶
の
味
は
醇

厚
で
和
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
で
詩
情
を
清
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
で

湯
、
則
用
其
新
而
不
用
其
陳
。
是
以
水
之
氣
助
茶
之
氣
、
以
火
之
氣
發
茶

之
氣
、
以
器
之
潔
不
至
汚
其
氣
、
以
湯
之
新
不
至
敗
其
氣
。
氣
得
而
色
香

味
之
美
全
矣
。
故
曰
、
人
之
氣
配
與
道
、
水
之
氣
配
水
與
火
、
水
火
濟
而

茶
之
能
事
盡
矣
。
茶
之
妙
訣
得
矣
。
友
人
以
煎
茶
訣
索
序
、
予
爲
詳
敘
之

如
斯
。
光
緖
戊
寅
六
月
穀
旦
。

 

浙
東
桼
園
王
治
本
撰
並
書

 

竹
裏
閑
情　

琴
仙
絵

【
語
釈
】

●

張
志
和
…
…
（
七
三
〇
〜
八
一
〇
？
）。
字
は
子
同
。
唐
代
道
士
、
詩

人
。『
全
唐
文
』
巻
三
百
四
十
・
顔
真
卿
の
「
張
志
和
碑
銘
」
に
「
粛
宗

嘗
賜
奴
婢
各
一
、
元
真
配
為
夫
婦
。
名
夫
曰
漁
僮
、
妻
曰
樵
青
。
人
問
其

故
、
曰

：「
漁
僮
使
捧
釣
收
綸
、
蘆
中
鼓
枻
、
樵
青
使
蘇
蘭
薪
桂
、
竹
裹

煎
茶
」。」
と
あ
る
。
●

詩
思
…
…
詩
興
、
詩
情
。
●

煩
渇
…
…
煩
悩
を
伴

う
強
い
渇
き
。
●

九
沸
九
變
…
…
『
呂
氏
春
秋
』・
本
味
に
「
凡
味
之
本
、

水
最
為
始
。
五
味
三
材
、
九
沸
九
変
、
火
為
之
紀
。」
と
あ
る
。
九
は
最

大
の
数
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
●

光
緒
戊
寅
…
…
光
緒
四
年
（
一
八
七

八
）。
●

王
治
本
…
…
（
一
八
三
六
〜
一
九
〇
八
）
字
は
維
能
、
号
は
桼

園
。
浙
江
慈
渓
黄
山
村
人
。
旅
日
文
人
。
●

琴
仙
…
…
王
藩
生
（
一
八
四

七
〜
一
八
九
八
）、
号
は
琴
仙
、
王
治
本
の
族
弟
。
旅
日
文
人
、
画
家
。
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【
本
文
】
四

補茶
具

苦
嘉
君
（
湘
竹
風
爐
）、
建
城
（
藏
茶
箬
籠
）、
湘
筠
焙
（
焙
茶
箱
。
蓋
其

上
以
收
火
氣
也
。
隔
其
中
以
有
容
也
。
納
火
其
下
去
茶
尺
許
。
所
以
養
茶

色
香
味
也
。）、
雲
屯
（
泉
罐
）、
烏
府
（
盛
炭
籃
）、（
滌
器
桶
）、
鳴
泉

（
煮
茶
罐
）、
品
司
（
編
竹
爲
簏
、
收
貯
各
品
茶
葉
。）、
沈
垢
（
古
茶
洗
）、

分
盆
（
木
杓
卽
茶
經
水
則
、
每
兩
升
用
茶
一
兩
。）
執
權
（
凖
茶
枰
。
每

一
兩
用
水
二
升
。）、
合
香
（
藏
日
支
茶
甁
、
以
貯
司
品
者
。）、
歸
潔
（
竹

筅
箒
。
用
以
滌
壺
。）、
瀘
塵
（
洗
茶
籃
）、
商
象
（
古
石
鼎
）、
遞
火
（
銅

火
斗
）、
降
紅
（
銅
火
奨
。
不
用
聯
索
。）、
團
風
（
湘
竹
扇
）、
注
春
（
茶

壺
）、
靜
沸
（
竹
架
。
卽
茶
經
支
腹
）、
運
鋒
（
鑱
果
刀
）、
啜
香
（
茶
甌
）、

撩
雲
（
竹
茶
匙
）、
甘
鈍
（
木
碪
墩
）、
納
敬
（
湘
竹
茶
槖
）、
易
持
（
納

茶
漆
雕
祕
閣
。）、
受
汚
（
拭
抹
布
）。

【
校
異
】

「
編
竹
為
簏
」、
国
会
本
は
「
編
竹
為
撞
」
に
作
る
。「
撞
」
は
名
詞
と
し

て
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
。
朱
自
振
『
中
国
歴
代
茶
書
匯
編
校
注
本
』
の

校
注
に
従
っ
て
「
簏
」
と
改
め
た
。

「
銅
火
奨
」、
国
会
本
は
「
銅
火
筋
」
に
作
る
。
一
橋
蔵
『
考
槃
餘
事
』

は
「
奨
」
に
作
る
。
字
形
の
誤
り
で
あ
る
。

煩
悩
と
伴
っ
た
渇
き
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
茶
の
美
し
さ
を

手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
煎
茶
の
善
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
水
は

山
泉
と
江
泉
を
分
け
て
使
う
。
火
は
「
九
沸
九
変
」
を
明
ら
か
に
し
て
使

う
。
器
は
清
潔
な
も
の
を
選
ん
で
、
あ
え
て
高
価
な
も
の
は
選
ば
な
い
。

湯
は
新
し
い
も
の
を
用
い
て
旧
い
も
の
を
使
わ
な
い
。
そ
う
し
た
ら
、
水

の
気
は
茶
の
気
を
助
け
る
。
火
の
気
は
茶
の
気
を
発
す
る
。
器
の
清
潔
さ

は
茶
の
気
を
汚
す
こ
と
に
な
ら
な
い
。
湯
の
新
鮮
さ
は
茶
の
気
を
損
な
う

こ
と
に
な
ら
な
い
。
気
を
得
れ
ば
色
、
香
、
味
の
美
し
さ
を
兼
備
す
る
こ

と
に
な
る
。
ゆ
え
に
こ
う
言
う
、「
人
の
気
は
義
と
道
に
相
配
し
、
水
の

気
は
水
と
火
に
相
配
し
、
水
と
火
と
を
成
し
遂
げ
れ
ば
、
茶
に
影
響
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
り
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
。
茶
の
妙
訣
を
会
得

し
た
。」
と
。
友
人
は
『
煎
茶
訣
』
に
序
文
を
求
め
た
が
、
私
は
彼
の
為

に
、
上
記
の
よ
う
な
内
容
を
詳
細
に
述
べ
た
。
光
緒
戊
寅
年
の
六
月
の
穀

旦
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

【
本
文
】
三

煎
茶
訣

「
藏
茶
」

―
「
淹
茶
」

同
前
。
関
西
大
本
の
本
文
と
校
異
参
照
。

 

煎
茶
訣
終
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分
盆
（
木
杓
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
茶
経
』
の
水
則
で
あ
る
。
水
両
升
ご
と

に
茶
一
両
を
用
い
る
。）

執
権
（
茶
を
量
る
枰
で
あ
る
。
茶
一
両
ご
と
に
水
二
升
を
用
い
る
。）

合
香
（
普
段
使
う
茶
瓶
を
収
め
、
も
っ
て
司
品
な
ど
の
器
具
を
納
め
る
。）

帰
潔
（
竹
製
の
筅
箒
で
あ
る
。
こ
れ
を
使
っ
て
壺
を
洗
う
。）

瀘
塵
（
茶
を
過
濾
す
る
籃
で
あ
る
。）

商
象
（
古
い
石
鼎
で
あ
る
。）

逓
火
（
銅
火
斗
で
あ
る
。）

降
紅
（
銅
火
奨
で
あ
る
。
聯
索
を
用
い
な
い
。）

団
風
（
湘
竹
製
の
扇
で
あ
る
。）

注
春
（
茶
壺
で
あ
る
。）

静
沸
（
竹
架
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
茶
経
』
の
支
腹
で
あ
る
。）

運
鋒
（
鑱
果
刀
で
あ
る
。）

啜
香
（
茶
甌
で
あ
る
。）

撩
雲
（
竹
製
の
茶
匙
で
あ
る
。）

甘
鈍
（
木
製
の
砧
墩
で
あ
る
。）

納
敬
（
湘
竹
製
の
茶
槖
で
あ
る
。）

易
持
（
茶
を
納
め
る
た
め
の
漆
雕
秘
閣
で
あ
る
。）

受
汚
（
拭
巾
で
あ
る
。）

「
納
茶
漆
雕
秘
閣
」、
国
会
本
は
「
茶
易
漆
雕
秘
閣
」
に
作
る
。
一
橋
蔵

『
考
槃
餘
事
』
は
「
易
茶
漆
雕
秘
閣
」
に
作
る
。
哈
佛
蔵
『
考
槃
餘
事
』

は
「
納
茶
漆
雕
秘
閣
」
に
作
る
。「
納
茶
」
に
従
っ
て
改
め
た
。

【
語
釈
】

●

茶
具
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
茶
箋
に
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

茶
具

苦
節
君
（
湘
竹
製
の
風
炉
で
あ
る
。）

建
城
（
茶
を
納
め
る
竹
籠
で
あ
る
。）

湘
筠
焙
（
茶
を
焙
る
箱
で
あ
る
。
そ
の
上
に
蓋
を
し
て
も
っ
て
火
力
を
収

め
る
。
そ
の
中
を
隔
て
て
も
っ
て
空
間
を
作
る
。
そ
の
下
に
火
を
通
し

て
、
茶
よ
り
す
こ
し
の
距
離
を
取
る
。
茶
の
色
、
香
、
味
を
養
う
た
め

で
あ
る
。）

雲
屯
（
泉
を
入
れ
る
缶
で
あ
る
。）

烏
府
（
炭
を
盛
る
籃
で
あ
る
。）

水
曹
（
器
を
洗
う
桶
で
あ
る
。）

鳴
泉
（
茶
を
煮
る
罐
で
あ
る
。）

品
司
（
竹
で
編
ん
だ
簏
で
あ
る
。
各
種
の
茶
葉
を
貯
え
る
。）

沈
垢
（
古
い
茶
洗
で
あ
る
）
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薜
荔
、
木
蓮
、
木
蘭
。
●

魚
腥
草
…
…
絵
菜
。
●

蘿
…
…
松
蘿
、
女
蘿
。

●

水
府
…
…
水
中
の
宮
殿
。
●

清
賞
…
…
清
雅
の
玩
賞
。
●

篝
燈
…
…
篝
、

か
が
り
。
燈
を
籠
の
中
に
入
れ
る
。
●

僮
僕
…
…
召
使
い
の
少
年
。
●

訓

習
…
…
訓
練
、
教
習
。
●

佳
流
…
…
品
行
、
才
学
が
優
れ
る
人
。

【
現
代
語
訳
】

書
斎

　

書
斎
は
明
る
く
て
静
か
な
と
こ
ろ
が
ふ
さ
わ
し
い
。
あ
ま
り
広
く
す
る

べ
き
で
は
な
い
。
明
る
く
て
静
か
で
あ
れ
ば
心
神
を
清
清
し
く
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
大
き
く
て
広
す
ぎ
る
と
視
力
を
損
な
う
。
中
庭
に
建
蘭
な
ど

よ
い
盆
栽
一
、
二
本
を
な
ら
べ
、
窓
の
付
近
に
金
鱗
を
五
、
七
尾
盆
池
の

中
に
飼
育
す
る
。
傍
に
洗
硯
池
を
一
つ
置
く
。
空
地
に
残
飯
の
汁
を
注
ぎ

か
け
る
。
雨
水
が
土
地
に
し
み
こ
め
ば
苔
が
生
ま
れ
、
生
い
茂
っ
て
可
愛

い
ら
し
い
。
階
段
を
め
ぐ
っ
て
翠
芸
草
を
育
て
て
さ
か
ん
に
茂
ら
せ
ば
、

青
葱
が
階
段
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
木
蓮
の
根
を
取
っ

て
墻
下
に
埋
め
、
魚
腥
草
を
墻
上
に
そ
そ
い
で
、
生
臭
さ
の
残
っ
た
と
こ

ろ
に
は
、
蘿
草
が
必
ず
そ
こ
に
蔓
延
す
る
。
月
光
が
満
ち
て
庭
園
に
注
が

れ
る
と
き
、
ま
る
で
水
中
の
庭
園
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
書
斎
の
中
に
置

か
れ
て
い
る
几
、
榻
、
琴
、
棋
、
剣
、
書
、
畫
、
鼎
な
ど
の
器
物
は
、
凡

俗
の
も
の
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
書
斎
の
配
置
は
適
切
に
す
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
う
し
て
は
じ
め
て
清
賞
だ
と
言
え
る
。
長
い
昼
間
に
は
席
に
座

【
本
文
】
五

書
齋

書
齋
宜
明
靜
、
不
可
太
敞
。
明
靜
可
爽
心
神
、
宏
敞
則
傷
目
力
。
中
庭
列

盆
栽
建
蘭
之
嘉
者
一
二
本
、
近
窗
處
蓄
金
鱗
五
七
頭
於
盆
池
内
、
傍
置
洗

硯
池
一
。
餘
地
沃
以
飯
瀋
、
雨
漬
苔
生
、
綠
縟
可
愛
。
遶
砌
種
以
翠
芸
草

令
遍
茂
、
則
靑
葱
欲
浮
。
取
薜
荔
根
瘞
墻
下
、
洒
魚
腥
草
于
墻
上
、
腥
之

所
至
、
蘿
必
蔓
焉
。
月
色
盈
臨
、
渾
如
水
府
。
齋
中
几
榻
琴
棋
劒
書
畫
鼎

之
屬
、
須
製
作
不
俗
、
鋪
設
得
體
、
方
称
淸
賞
。
永
日
據
席
、
長
夜
篝
燈
、

無
事
擾
心
、
儘
可
終
老
。
僮
非
訓
習
、
客
非
佳
流
不
得
入
。

【
校
異
】

「
明
静
」、
一
橋
蔵
『
考
槃
餘
事
』
は
「
静
、
一
作
浄
」
と
あ
る
。

「
几
榻
琴
棋
剣
書
畫
鼎
」、『
考
槃
餘
事
』
は
「
棋
」
が
無
い
。

【
語
釈
】

●

書
斎
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
山
斎
箋
に
あ
る
。
●

明
静
…
…
明

る
く
て
静
か
な
さ
ま
。
●

心
神
…
…
心
思
、
精
神
。
●

建
蘭
…
…
常
緑
園

芸
植
物
。
中
国
福
建
省
を
産
地
と
す
る
の
で
「
建
蘭
」
と
呼
ば
れ
る
。
●

金
鱗
…
…
観
賞
魚
。
金
魚
。
●

盆
池
…
…
庭
な
ど
に
設
け
た
小
さ
な
池
。

●

洗
硯
池
…
…
す
ず
り
を
洗
う
盆
池
。
●

飯
瀋
…
…
米
汁
。
瀋
、
汁
液
。

●

綠
縟
…
…
緑
の
溢
れ
る
さ
ま
。
縟
、
茂
盛
、
し
げ
る
。
●

薜
荔
根
…
…
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も
の
で
、
人
々
は
す
ぐ
に
そ
れ
を
珍
蔵
し
て
流
伝
し
た
。
対
軸
な
ど
あ
る

わ
け
な
い
。
今
の
人
は
孤
軸
を
好
ま
し
く
思
わ
な
い
。
そ
う
い
う
人
と
は

一
緒
に
画
の
話
を
す
る
必
要
も
な
い
の
で
あ
る
。

【
本
文
】
七

袖
爐

書
齋
中
薰
衣
炙
手
、
對
客
常
談
之
具
。
如
倭
人
所
製
鏤
空
罩
蓋
漆
鼓
、
可

称
淸
賞
。
今
新
製
有
罩
蓋
方
圓
爐
亦
佳
。

【
語
釈
】

●

袖
爐
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
香
箋
に
あ
る
。
●

薰
衣
…
…
香
を

た
て
、
よ
い
匂
い
を
衣
に
焚
き
こ
め
る
こ
と
。
●

鏤
空
罩
蓋
漆
鼓
…
…
鏤

空
、
透
か
し
彫
り
に
す
る
。
罩
は
か
ご
。
蓋
は
ふ
た
。
漆
鼓
、
漆
塗
り
鼓

の
形
の
香
炉
。
●

罩
蓋
方
圓
爐
…
…
明
高
濂
『
遵
生
八
箋
』・
起
居
安
楽

箋
に
「
今
有
新
鋳
紫
銅
有
罩
蓋
方
圓
炉
式
、
甚
佳
。」
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

袖
炉

　

書
斎
の
中
で
服
に
香
を
焚
き
こ
め
て
手
を
暖
め
、
客
と
対
面
し
て
日
常

談
話
を
す
る
た
め
の
用
具
で
あ
る
。
日
本
人
製
の
鏤
空
罩
蓋
漆
鼓
の
よ
う

な
も
の
は
、
清
賞
だ
と
言
え
る
。
最
近
の
新
製
品
に
罩
蓋
方
圓
炉
が
あ
る

っ
て
、
長
い
夜
に
は
灯
に
篝
を
お
お
い
か
け
、
俗
事
に
心
を
乱
す
こ
と
も

な
く
、
そ
の
ま
ま
余
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
僮
僕
は
教
習
さ
れ
た
の

で
な
け
れ
ば
、
ま
た
客
人
は
上
品
佳
流
で
な
け
れ
ば
、
書
斎
の
中
に
入
る

の
を
許
さ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

【
本
文
】
六

單
條
書

高
齋
精
舍
、
宜
掛
單
條
。
若
對
軸
卽
少
雅
致
、
況
四
五
軸
乎
。
且
高
人
之

畫
、
適
興
偶
作
數
筆
、
人
卽
寶
傳
、
何
能
有
對
乎
。
今
人
以
孤
軸
爲
嫌
、

不
足
與
言
畫
也
。

【
語
釈
】

●

單
條
書
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
書
箋
に
あ
る
。
●

高
齋
精
舍

…
…
高
斎
、
高
雅
な
書
斎
。
精
舍
、
精
緻
な
学
舎
。
●

適
興
…
…
興
に
の

っ
て
即
座
に
書
画
を
創
作
す
る
こ
と
。

【
現
代
語
訳
】

単
条
書

　

高
雅
な
書
斎
と
精
緻
な
屋
舍
は
、
単
条
の
掛
け
軸
を
掛
け
る
の
が
ふ
さ

わ
し
い
。
対
軸
な
ら
ば
、
雅
趣
が
足
り
な
い
。
ま
し
て
四
五
軸
な
ら
ば
尚

更
で
あ
る
。
そ
れ
に
名
家
の
画
は
即
興
で
た
ま
た
ま
数
筆
で
書
き
上
げ
た
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筆
牀
の
製
式
に
つ
い
て
は
、
世
間
に
流
行
し
て
い
る
も
の
は
非
常
に
少

な
い
。
昔
は
忍
金
の
も
の
が
有
っ
て
、
長
さ
は
六
、
七
寸
で
、
高
さ
は
一

寸
二
分
で
、
寛
さ
は
二
寸
あ
ま
り
で
、
一
つ
の
掛
け
台
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

上
に
毛
筆
四
本
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
様
式
と
す
る
。
紫
檀
木
、

烏
木
を
用
い
る
も
の
は
俗
と
す
る
。

【
本
文
】
九

詩
筒
葵
箋

採
帶
露
蜀
葵
硏
汁
、
用
布
揩
抹
竹
紙
上
、
伺
少
乾
、
以
石
壓
之
、
可
爲
吟

箋
。
以
貯
竹
筒
、
與
騷
人
往
來
賡
唱
。
昔
白
樂
天
與
微
之
亦
嘗
爲
之
。
故

和
靖
詩
有
帶
斑
猶
恐
俗
、
和
嘉
不
妨
山
之
句
。

【
語
釈
】

●

詩
筒
葵
箋
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
文
房
器
具
箋
に
あ
る
。
●

蜀

葵
…
…
花
葵
、
立
葵
。
●

騷
人
…
…
騒
客
。
詩
人
、
文
人
。
●

白
樂
天

…
…
白
居
易
（
七
七
二
〜
八
四
六
）。
中
唐
の
詩
人
。
字
は
楽
天
、
号
は

香
山
居
士
。
●

微
之
…
…
元
稹
（
七
七
九
〜
八
三
一
）。
中
唐
の
詩
人
。

字
は
微
之
。
白
居
易
の
親
友
。
●

和
靖
詩
…
…
林
逋
（
九
六
七
〜
一
〇
二

八
）
諡
号
は
和
靖
。
北
宋
の
詩
人
。
こ
の
句
は
「
贈
張
絵
秘
教
九
題
・
其

八
・
詩
筒
」
に
あ
る
。

が
、
こ
れ
も
ま
た
よ
い
。

【
本
文
】
八

筆
牀

筆
牀
之
製
、
行
世
甚
少
。
有
古
忍
金
者
、
長
六
七
寸
、
高
寸
二
分
、
濶
二

寸
餘
、
如
一
架
然
。
上
可
臥
筆
四
矢
、
以
此
爲
式
。
用
紫
檀
烏
木
爲
俗
。

【
校
異
】

「
用
紫
檀
烏
木
為
俗
」、
一
橋
蔵
『
考
槃
餘
事
』
は
「
用
紫
檀
烏
木
為
之

亦
佳
」
に
作
る
。

【
語
釈
】

●

筆
牀
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
文
房
器
具
箋
に
あ
る
。
●

行
世

…
…
流
行
。
●

忍
金
…
…
金
な
ど
の
金
属
粉
を
銅
器
の
表
面
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
。
忍
、
美
し
い
金
、
純
金
。
●

紫
檀
…
…
紫
檀
木
。
質
が
硬
く
、

木
目
が
美
し
い
の
で
、
よ
く
美
術
品
や
家
具
に
用
い
る
。
●

烏
木
…
…
烏

文
木
、
黒
檀
木
。
質
が
硬
く
、
色
が
黒
く
て
、
美
し
い
光
沢
が
あ
る
の
で
、

よ
く
建
築
材
や
家
具
に
用
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

筆
床
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【
現
代
語
訳
】

印
色
池

　

官
哥
窯
は
方
型
の
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
八
角
、
委
角
の
も
の
も
あ
っ

て
、
手
に
入
れ
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
定
窯
は
方
池
の
外
側
に
印
花
紋

が
有
っ
て
非
常
に
よ
い
。
こ
れ
も
ま
た
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
玩
器
に
つ
い
て
だ
が
、
一
般
的
に
玉
器
は
や
や
磁
器
よ
り
優
れ
る
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
印
色
池
の
場
合
の
み
は
磁
器
が
よ
い
と
さ
れ
、
玉
器
で
あ

っ
て
も
磁
器
に
は
及
ば
な
い
。

【
本
文
】
十
一

右
七
項
載
屠
隆
考
槃
餘
事
中
。
聊
採
錄
以
示
諸
君
子
。

 

補
終

【
語
釈
】

●

屠
隆
…
…
（
一
五
四
三
〜
一
六
〇
五
）、
字
は
長
卿
、
号
は
赤
水
。
明

代
浙
江
錫
県
の
文
人
、
戯
曲
家
。
●

考
槃
餘
事
…
…
明
代
文
人
の
趣
味
生

活
に
関
す
る
作
品
。
屠
隆
の
作
品
と
言
わ
れ
る
が
、
高
濂
の
『
遵
生
八

箋
』
か
ら
多
く
の
内
容
を
採
取
し
た
の
で
、
屠
隆
の
名
前
を
仮
託
し
て
出

版
さ
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

【
現
代
語
訳
】

詩
筒
葵
箋

　

露
を
つ
け
て
い
る
蜀
葵
を
採
っ
て
、
汁
を
研
ぎ
だ
し
、
布
を
用
い
て
竹

紙
の
上
に
汁
を
な
す
り
つ
け
る
。
し
ば
ら
く
乾
く
ま
で
待
ち
、
石
で
蜀
葵

を
押
さ
え
つ
け
れ
ば
、
詩
箋
が
完
成
す
る
。
葵
箋
を
竹
筒
に
貯
え
、
風
流

な
詩
人
と
往
来
吟
唱
す
る
。
昔
、
白
居
易
と
元
稹
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
こ

と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ゆ
え
に
林
逋
の
詩
に
「
斑
を
帯
び
て
猶
ほ
俗
を
恐

れ
、
和
節
山
を
妨
げ
ず
」
の
句
が
あ
る
。

【
本
文
】
十

印
色
池

官
哥
窯
方
者
、
尙
有
八
角
委
角
者
最
難
得
。
定
窯
、
方
池
外
有
印
花
紋
、

佳
甚
、
此
亦
少
者
。
諸
玩
器　

玉
當
較
勝
於
磁
、
惟
印
色
池
以
磁
爲
佳
、

而
玉
亦
未
能
勝
也
。

【
語
釈
】

●

印
色
池
…
…
こ
の
項
は
『
考
槃
餘
事
』
文
房
器
具
箋
に
あ
る
。
印
色
、

印
泥
、
朱
肉
。
●

官
哥
窯
…
…
官
窯
、
中
国
の
宮
廷
専
用
の
窯
。
宋
代
五

大
名
窯
の
一
つ
。
哥
窯
、
南
宋
の
青
磁
窯
。
宋
代
五
大
名
窯
の
一
つ
。
●

委
角
…
…
委
、
ま
げ
る
、
か
が
め
る
。
角
、
か
ど
。
●

定
窯
…
…
宋
代
五

大
名
窯
の
一
つ
。
白
磁
で
有
名
。
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書
物
で
あ
る
。

○
関
西
大
本
に
は
大
典
の
加
筆
が
あ
る
、
江
戸
文
人
が
清
代
の
茶
文
化
に

対
す
る
受
容
を
研
究
す
る
資
料
で
あ
る
。

○
国
会
本
は
、
関
西
大
本
に
あ
る
大
典
の
加
筆
を
削
除
す
る
意
図
が
う
か

が
え
、
た
し
か
に
葉
雋
の
『
煎
茶
訣
』
の
原
貌
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
見
え
る
。
し
か
し
、
文
末
に
屠
隆
の
『
考
槃
餘
事
』
の
内
容
を
大
幅

に
加
え
る
の
は
、
原
作
の
価
値
を
損
な
う
た
め
、
全
体
と
し
て
の
価
値
は

関
西
大
本
に
及
ば
な
い
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
江
戸
文
人
が
『
煎
茶
訣
』
を
は
じ
め
中
国
の
茶

書
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
点
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
中
国
の

茶
書
を
通
し
て
中
国
の
喫
茶
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
た
の
か
を
よ
り

深
く
研
究
し
た
い
と
思
う
。

 

（
り
ょ
う　

き
ょ
く
し
ょ
う
／
博
士
後
期
課
程
）

【
現
代
語
訳
】

　

右
の
七
項
目
は
屠
隆
の
『
考
槃
餘
事
』
の
中
に
載
っ
て
い
る
。
す
こ
し

こ
れ
ら
を
採
録
し
て
諸
君
に
見
せ
よ
う
。

【
本
文
】
十
二

煎
茶
訣
跋

同
前
。

 

不
生
道
人
跋

同
前
。

 
浪
花
蒹
葭
堂
木
孔
恭
識

ま
と
め

　

以
上
訳
注
と
校
異
を
行
っ
た
こ
と
よ
り
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

○『
煎
茶
訣
』
は
蔵
茶
、
択
水
か
ら
煎
茶
ま
で
、
喫
茶
の
各
要
点
を
簡
潔

に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
清
の
茶
書
と
同
じ
茶
文
化
体
系
に

属
す
る
こ
と
が
分
る
。

○『
煎
茶
訣
』
は
論
理
性
を
持
ち
、
清
代
の
喫
茶
法
を
紹
介
し
よ
う
と
す

る
目
的
が
見
え
る
。
江
戸
文
人
に
と
っ
て
清
代
の
喫
茶
文
化
を
認
識
す
る


